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 （ 開会 午前１０時００分 ） 

 

◆開会 

●委員長（高原邦子） 

  皆さんおはようございます。本日の出席委員は全員であります。 

それでは、ただいまから決算特別委員会を開会いたします。本委員会の会議録の署名は委員会

条例第３０条の規定により委員長がこれを行います。当委員会に付託されました案件は、お手元

にお配りいたしました付託一覧表のとおりでございます。 

一昨日に引き続き質問は一問一答制とし、内容がしっかりと伝わるように要領よく簡潔に行わ

れますようにお願いいたします。委員のご発言は、まず挙手をし、委員長の指名を受けた後、マ

イクを使い自己の名前を告げ、質疑は決算書等の資料名と該当ページを示してから質問されるよ

うにお願いいたします。以上ご協力お願いいたします。 

   

◆認定第１号 令和２年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について 

                【商工観光部所管】 

●委員長（高原邦子） 

  それでは、付託案件の審査を行います。認定第１号、令和２年度飛騨市一般会計歳入歳出決算

の認定について、商工観光部所管の歳入歳出決算を議題といたします。説明を求めます。 

（「委員長」と呼ぶ声あり）   ※以下、この「委員長」と呼ぶ声の表記は省略する。 

●委員長（高原邦子） 

  畑上商工観光部長。            ※以下、この委員長の発言者指名の表記は省略する。 

□商工観光課部長（畑上あづさ） 

おはようございます。商工観光部です。よろしくお願いいたします。 

それでは、最初に歳入を説明いたします。令和２年度飛騨市歳入歳出決算書の７９ページをお

願いいたします。商工使用料の収入の主なものは、神岡振興事務所所管の神和荘使用料と、その

下、行政財産目的外使用料で、大きなものは古川駅前総合案内所内にあります。濃飛乗合自動車

事務所の３４万７，０００円です。００３と００４は未納となっていた流葉スキー場の行政財産

目的外使用料を収入したものと、その延滞金です。９８ページをお願いいたします。最下段の商

工費補助金の００１清流の国岐阜推進補助金繰越は宿泊事業者緊急対策補助金に対するもの、現

年度分は観光課所管の起し太鼓の里広場活用促進事業に対するものです。 

００２映像作品制作支援活用体制強化事業費補助金は、ロケ地マップ作成事業と映像制作者を

招いてのロケ班ツアーを実施したロケツーリズム推進事業に対するもの。００３清流の国岐阜観

光回廊づくり推進事業費補助金は、河合振興事務所所管ですが、天生県立自然公園のサイン整備

事業に対してのものです。１００ページをお願いいたします。中ほどの労働費県補助金は、雇用

調整助成金の市の上乗せ分に対するものです。１０７ページをお願いいたします。上段、流葉関

係施設管理費負担金延滞利息は、令和元年度の流葉スキー場運営に係る経費負担金に対する延滞

利息です。 

１１２ページをお願いいたします。下ほど、商工費雑収入のうち額の大きなものは、００７流
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葉関係施設管理費負担金。１１３ページの同じく滞納繰越し分、これは令和２年度と令和元年度

分の緑風観光の流葉スキー場の運営に係る経費負担分。０１１過年度補助金返還金は、外国人技

能実習生の空き家等社宅化補助金の過年度返還金で、誤って正規の交付金額より６，０００円多

く交付をしていたことが判明し、申請事業者に返還いただいたものです。その２つ下の小口融資

信用保証料過払い返還金は、小口融資分６３件、経営安定資金融資分３件の計６６件分です。以

上で歳入の説明を終わります。 

続いて歳出ですが、こちらは附属資料の０２令和２年度決算に係る主要施策の成果に関する説

明書の２１６ページから説明をいたします。 

商工課の所管です。まず、商工課の総括ですが、全ての事業が新型コロナウイルスに影響され

る１年となりました。市内事業者には経験したことのない厳しい状況となりました。その中でコ

ロナの影響に特化した融資事業をいち早く実施し、その後は需要喚起策、新たな事業展開の支援

を継続的、断続的に実施しております。事業につきましては、項目が大変多いので絞って説明を

させていただきます。 

２１８ページをお願いいたします。３外国人技能実習生等雇用支援事業です。現在、市内１９

事業所に１０７名の外国人が働いておられます。令和２年度は日本語学習と飛騨の生活文化教室、

外国人材交流会などを開催しております。コロナ禍でしたので面接旅費等の補助金は１件も申請

がありませんでした。 

２１９ページをお願いいたします。４ネットショップ運営人材育成事業では１９事業者が研修

を受講しております。全国規模の販売競争に対応できる人材育成を行い、ネットショップ成功の

目安である月商１００万円を達成した事業者が７社となるなど、意欲と成果が結びついてきてお

ります。 

２２０ページをお願いいたします。６飛騨市特産品認定事業では、なつめ甘露煮ほか４品目を

認定し、推奨特産品は２７点となりました。特に飛騨市伝承作物関連商品を認定することで、伝

承作物の周知と生産増加、食文化伝統への足がかりができたこと。 

また、認定マークがネットショップで他の商品との差別化につながっていることがわかり、今

後の発信に弾みがつくことを期待しております。 

２２１ページをお願いいたします。ここからの、８各種補助金の交付状況ですが、それぞれの

制度については事業の概要欄に記載しておりますようにたくさんの利用をいただいております。

特に商工業活性化包括支援事業補助金では、全１８のメニューで合わせて１５９件。 

また、新型コロナウイルス対応としてアクリル版などの感染防止対策の環境整備事業やテイク

アウトに必要な資材の購入、販促のための広告費等への補助など１０のメニューを実施し、８６

０件の利用をいただいております。 

２２６ページをお願いいたします。下段の２２企業の魅力情報発信事業では、令和２年度はコ

ロナ禍におけるビジネス環境の変化に伴い、ＤＸとインターンシップを題材として開催しており

ます。特にＤＸセミナーは延べで６４人が参加と大変好評だったため、さらに具体的にＤＸを進

めるために、５社限定でオンライン相談会を実施いたしました。うち２社がＤＸ化を進めており

ます。 

２２７ページをお願いいたします。１３ものづくり事業者育成事業は２２事業者の参加があり、
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新商品開発をメインに個別相談とアドバイスを行っております。東京での実証販売はコロナの影

響で事業者が直接出向いての実施はできませんでしたが、商品に対する顧客の感想や意見を聞く

よい機会となり、飛騨物の商品は首都圏でも売れる商品であることを確認できております。 

２２８ページをお願いいたします。このページの下段から次ページにかけてが、１６商品券、

食事券発行事業です。４月１０日～６月３０日まで実施した飛騨市プレミアム食事券は、実施直

後に緊急事態宣言が発令されたこともあり、販売は振るいませんでした。この終盤の時期を重ね

て行った飛騨市頑張れプレミアム商品券は、先行してさるぼぼコインでの販売を行ったことも合

わせて大変好評でした。１２月１日～３月３１日までは飛騨市プレミアム食事＆タクシー券を実

施しました。途中から酒小売事業者も対象として追加し、２万５，０００冊を完売しております。

事業としては令和３年度へ繰越しております。以上、商工課所管を終わります。 

次に観光課所管です。２３１ページをお願いいたします。観光入り込み客数の月別前年比較と

宿泊者数の前年比較を載せさせていただいておりますが、新型コロナウイルスの影響により観光

の入り込み客数は、前年比４８．６％減の６２万６，１６７人。宿泊者数は、前年比５１．２％

減の５万２，８９７人と大変厳しい年となっております。その中で経済的な打撃を受けた市内事

業者の支援策を行ってきておりますが、２３２ページお願いいたします。１新型コロナウイルス

緊急対策事業です。コロナの感染状況により刻々と経済環境が変化する中、緊急事態宣言等の発

令との整合性を図りながら宿泊事業者への支援を中心に９事業を実施しております。中でも飛騨

市まるごとお宿で安心テレワーク事業は独創的な取り組みとして取り上げられ、官公庁からの問

合せも相次ぎ、これを機に新たなワーケーションプランの造成がされるなど、新しい旅のスタイ

ルの提供に向けた事業者の意識造成にもつながっております。 

続きまして観光資源開発係の所管ですが、２３４ページをお願いいたします。１飛騨古川まつ

り会館集客対策です。夜間の経済活動を充実させることにより、滞在時間や消費額の拡大を促し、

リニューアルした飛騨古川まつり会館の新たな活用を図るため、ナイトミュージアムを開催した

ほか、コロナの影響によりイベントの開催は見送っておりますが、市内の観光スポットを周遊す

るリアル宝探しのイベント企画、祭り広場でのイベント用の電源設置工事を実施しております。 

２３６ページをお願いいたします。４町の身だしなみ整備事業です。平成３０年度に策定した

修繕計画に基づき、令和２年度は５箇所の看板の撤去、４箇所の修繕を行っております。今後は

令和３年度に観光区外広告物台帳の更新作業を行い、令和４年度以降の修繕計画を策定いたしま

す。次に２３７ページから２３８ページの上段、５観光施設の指定管理及び６観光施設の維持修

繕経費です。令和２２年度は前年度の暖冬による損失拡大相当額として、すぱ～ふるなど６施設

に対し上乗せをしております。 

また、Ｍプラザ及び流葉キャンプ場に係る指定管理につきましては、６月末日をもって緑風観

光株式会社に対する指定を取消し、７月～９月までを株式会社飛騨ゆいに１０月からは流葉スキ

ー場を含めた一体の施設群に係る指定管理者として株式会社ｎｅｗｆｌｏｗを指定しておりま

す。修繕はこちらに記載のとおり、大小合わせ６０件余りを行っておりますが、頻発する施設の

故障等の対応に圧迫されている観光課の業務の見直しと、所管部署によって異なる施設修繕対応

の均一化を図るため、令和３年度からは管財課に移管しております。 

続いて観光誘客係の所管です。２３９ページをお願いいたします。１観光誘客宣伝事業です。



決算特別委員会（３日目）R3.9.24 

 

 4 / 42 

 

令和２年度はコロナの影響により、例年のようなセールスプロモーションは行いませんでしたが、

市の新たな観光コンテンツである薬草をテーマに広告出稿や飛騨市独自のコロナ対策のリリー

ス発信を積極的に行い、効果的なパブリシティ獲得に努めました。 

２４１ページをお願いいたします。３ロケツーリズム推進事業では、映像制作関係者の招聘や

コネクション構築を継続的に進め、飛騨市を舞台にしたドラマやＣＭなど、４１件の誘致に成功

し、１３億９，４６０万円の広告換算効果額となっております。今後も映像制作者との良好な関

係構築に努め、新たなロケ誘致支援策として創設した企業版ふるさと納税を有効に活用してまい

ります。 

２４３ページをお願いいたします。６飛騨市観光協会運営交付金です。コロナの影響により例

年のような事業展開はできませんでしたが、事業者支援のための特産品のネット販売の実施や宿

泊事業者のＯＴＡ対応への伴走支援を行ったほか、コロナ終息を見据えた観光コンテンツとして、

産業常任議員の皆様には所管事務調査の際に体験していただきましたが、古川祭り屋台のＡＲ映

像の制作に取り組んでおります。以上で観光課所管及び商工観光部の説明を終わります。 

●委員長（高原邦子） 

  説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（井端浩二） 

少し確認させてください。資料ナンバー０２の２４３ページ、２４２ページのコンベンション

推進事業で、課題とその対応ということで、最後に課外授業、修学旅行の新規開発を進めていく

とありますが、多分、修学旅行等については旅行会社が絡んでくるんですが、旅行会社等との意

見交換というか、そういったものについては、何か今後、予定は既にしてらっしゃるのか、それ

についてお伺いさせていただきます。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□観光課長（斎藤由宏） 

先生がおっしゃられた修学旅行につきましては、やはりこれからの需要が見込まれるというこ

とで、アプローチ、様々進めております。 

まず、今やっていますのが、宿泊施設の皆様にコンベンション補助のほかにも、例えば、バス

を借り上げていただいたらバス１台に５万円出しますよとか、複数の補助制度がございますので、

そういったものを組み合せて安く安全に、飛騨に来ていただけますよということを、まずはお宿

さんのほうに徹底してご説明させていただいています。 

その中で、お宿さんのほうにも、特に関西のほうからの旅行者からの問合せが増えてきている

ということで、できるだけ難しい案件であれば、直接飛騨市役所のほうに振っていただくように

しまして、随時、交渉のほうを進めているところでございます。以上です。 

○委員（井端浩二） 

古川町は特に屋台蔵が９つあるので、そういったものをやっぱりグループで検索するというの

は、大変いいことじゃないかなと思いますので、そのへんについても、また、情報を入れながら、

また、誘って勧誘をしていただきたいなと思います。それについてはどうですか。 
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□観光課長（斎藤由宏） 

最近の修学旅行のトレンドとしましては、高山が、なかなか獲得が難しいよという話もあるん

ですけど、関西の学校の方々に聞いていますと、分宿をさせたいというご希望が多いです。 

例えば、３年生の２００人を１箇所に泊めるのではなくて、４つの宿に分けて泊めたいよ、３

０人ぐらいで４箇所ということですよね。そうなりますと、やっぱり宿泊キャパの小さい飛騨市

はちょうどいいぐらいといいますか、特に流葉はスキー需要もありますので、そういったターゲ

ティングも見据えながら、昼はスキーをしたり、帰りに古川に来ていただいて町並みをめぐると

いうことで、その点はガイドの皆様とも相談しながら、しかるべきときに備えて、十分に努めて

いきたいと思っております。 

○委員（野村勝憲） 

施策の概要書の２３４ページ、まつり会館についてですけども、集客対策費として約９１０万

円使われているわけなんですが、お金のことを言うんじゃなくて、ぼんぼりナイトは、それほど

問題ないと思いますけども、次の飛騨新酒ナイトミュージアム、これについて、例えば告知と、

私、初めて知ったんですけど、ここで。ほかの議員も聞きましたけども、ほとんど知らなかった

ということなんですが、告知方法とこの事業をやるに対して費用はどのくらいかかったんですか。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□観光課長（斎藤由宏） 

ナイトミュージアムにつきまして、まず、最初の広報につきましては、ホームページ等で周知

をさせていただいているんですけども、やはりこのナイトミュージアム、１１月と１２月に、２

回やらせていただいております。次の１２月のほうは、やっぱりコロナの感染拡大が延びてきた

ということで、非常に微妙な時期だったということでして、告知のほうもそう大々的には行って

おりません。 

実際に１１月、１２月の参加者のほうを見てみますと、ほぼ９割方が飛騨市民の方とか高山市

民の方にとどまっていると。参加人数も１００名というふうにしておりますけど、これもやっぱ

りコロナ禍を考えまして、入場制限をして安全対策をしっかり講じてやるということで、結果的

には少ない人数になっておるんですけども、皆様がどのぐらい内容的に満足されるかというとこ

ろを見たくて、ここはテストマーケティングの意味も込めてやらせていただいております。予算

につきましては後ほど確認してお答えします。 

○委員（野村勝憲） 

今、コロナの話が出ましたけども、まさに１２月の４日、５日というのは、飛騨市内、１１月

まで出ていなかった。ところが、出かけたときなんですよね。 

ましてやまつり会館は、換気はですね、そういう意味では窓はない、それから、地下になって

いるわけでしょう。そういう密閉空間でお酒を提供するということは、マスクを外して、しゃべ

りながら酒を飲むわけですよ。こんなときにやるべきイベントですか。テストマーケティングと

いいながら。とてもちょっと常識的に考えられないですわ。これが、集客につながるかといった

ら、この狙いは、要するに呼び引きの経験を観光客にしてもらうというような目当てだと思いま

すわ。そうでしょう。地元の人なんか習慣的にわかっているわけで、その辺について、なぜ、こ
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の時期に企画したのか。最大の原因は何なんですか。 

□観光課長（斎藤由宏） 

先生がおっしゃられるように、コロナ禍でどうかというのもありますけども、この時期にやら

せていただいた理由としましては、次期春に向けてお祭りのことを、また皆さんに周知したいと

いうのもありましたし、８月以降、ＧＯＴＯトラベルの影響もありまして、お客様がかなり伸び

ていたと。その中でお客様の流れに乗って誘客対策としてやろうというのが一番の目的でした。 

ただ、先生ご指摘のように、コロナ禍でどうだというのもありますけども、やっぱり、そのた

めに、今、飛騨市のほうではコロナ対策を十分にやって、マスク会食でもそうですし、感染予防

の対策もそうなんですけども、考えられることは全てやって、このイベントは開催させていただ

いております。いろいろとご意見もあると思いますけども、やれるときに精いっぱいやらせてい

ただくという方針で進めておりますので、ご理解いただければ幸いです。 

□商工観光課部長（畑上あづさ） 

このナイトミュージアムには、私も昨年は商工観光部の所属ではありませんでしたが、一参加

者として参加をさせていただいております。参加人数だけ見ると１００人ということで思われる

かもしれませんが、開催時間中に、いっときに１００人の皆様が集われたわけではなく、順番に

お好きな時間にそれぞれ、許す時間３０分とか1時間とかを過ごしていかれましたので、館内も

全然、密になっているということもありませんでしたし、飲食のためのテーブルもちゃんと間隔

をあけておいておられまして、参加者の方もしっかりマスク会食に努めてみえましたので、今、

齋藤課長が申し上げましたように、コロナ対策はしっかりとした上で実施をしてあったことを補

足させていただきます。 

○委員（野村勝憲） 

そうしますと、コロナが終わったら、また、まつり会館でお酒を提供して、同じことをやるわ

けですか。 

□観光課長（斎藤由宏） 

まつり会館内ナイトミュージアム自体は、大変ご好評いただいたんですけども、やはりご意見

として、屋台組の方から、やっぱりまつり会館でお酒を飲むのはどうだという意見も実際にいた

だいておりますので、今後の開催に向けては、また、地域の皆様のご意見も聞きながら検討して

まいりたいと考えております。 

あと、すみません。先ほど野村議員がお聞きなられたナイトミュージアムの経費ですけども、

昨年度、９０万７，０００円の執行となっております。以上でございます。 

○委員（野村勝憲） 

地元の人が９割ということで、入館者が１００名としても、７００円でやったって知れていま

すわ。こういう小手先のことを考えるんじゃなくて、まつり会館に２億円以上もですね、こうい

うのを入れたら２億円以上になると思いますわ、投資して商品力を上げたわけでしょ。会館とし

ての値打ちを上げたはずなんですわ。 

それが、コロナだけじゃなくて、４Ｋに４，５００万円つぎ込んだ。５００円にしてやったに

もかわらず、前年と比べて５，０００万円くらいの赤字になっているわけですね。こういうこと

をもっと分析してどうやったら誘客に結びつけられるか。何回も言いますけども、そういう誘客
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戦略が必要なんですよ。そうでしょう。 

ましてや、飛騨古川まつり会館は３６５日、唯一、金と人を呼び込む取り込む施設でしょ。あ

とないでしょう。それだけに私、過去に一般質問しましたけども、オープン以来１８年間は、年

間７万人以上入っていたんですよ。それが５万人減って２万人台でしょう。ましてや去年はがた

んとしたわね。去年はたしか相当落ちて、人数は忘れましたけど、１万人台だったと思いますわ。

それも無料のやつを入れて。これはコロナということもありますけども、そういうことを踏まえ

て、どうやって誘客戦略をつくるかというのは、皆さんの仕事じゃないですか。そのへんはどう

でしょうか。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□観光課長（斎藤由宏） 

まつり会館につきましては、議員がおっしゃられるとおり、小手先の対策では誘客は見込めな

いというふうに考えております。まずは、今、コロナ禍ということでお客さんを積極的に呼べな

いという現状もあるんですけども、まずは、もう一度、施設を見直そうと。 

例えば、物販１つにしても、お客さんに喜んでもらえるのは何かと。常時開館しておりますけ

ども、お客様に喜んでもらえるようなイベントは何かということで、観光協会と相談しながら今

できることを一歩一歩やっております。 

まつり会館は当然、まち歩きの拠点ということで、今、ガイドの皆さんのガイドツアーの中に

も必ずまつり会館を組み込む、修学旅行も今、いろいろ誘致しておりますけど、そのメニューの

中にもまつり会館を入れていただくということで、常に私どもの町を紹介する拠点としてまつり

会館をまず前面に持っていくということで、今、プロモーションのほうもしております。まだ、

コロナが落ちつきませんけども、コロナが落ちてきましたら、やっぱりまつり会館を前面に私ど

ももＰＲしていきますので、その点のご理解のほどよろしくお願いいたします。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

○委員（小笠原美保子） 

附属資料の説明書の２３７ページになるかと思うんですけど、指定管理者、あえて言えば、指

定管理者なんですけど、先ほどのまつり会館のちょっと関連になるんですけども、指定管理者と

いうのは、その会館の建物だけを管理していらっしゃるんですか。ほかでもないんですけど、あ

そこ、広場がとても広いんですけど、草がぼうぼうなんですよ。おっしゃるとおり観光の目玉と

して大切な場所ですし、車を駐車場にとめて真っ先に皆さん歩いてらっしゃるのは、やっぱりま

つり会館のところなんですけども、コロナということがあったとしても、みすばらしくて、ご近

所さんの方たちも心配していらっしゃるので、そこらへんはどうなっているのか教えてください。 

□観光課長（斎藤由宏） 

ご指摘ありがとうございます。まつり会館につきましては、先般、表のほうは職員と一緒に草

むしりをしたんですけども、まつり広場の奥のほうは、まだ、たしかに荒れていますので早急に

対応させていただきます。 
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○委員（小笠原美保子） 

ぜひ、お願いします。私、ほかの指定管理は、確認はしてないんですけども、ほかのところも

やっぱりできれば荒れている印象にならないように、そこだけは気をつけていただけるといいか

と思うのでお願いいたします。どうですか。 

□観光課長（斎藤由宏） 

他の施設につきましても、今、コロナ禍でお客様が平日、少ないというもありますので、そう

いう機会を有効に使うということで、従業員の皆様で施設のメンテは十分にやっていただくよう

に、こちらからも、もう一度周知させていただきます。ありがとうございます。 

○委員（野村勝憲） 

指定管理の話が出ましたので、たしか私の記憶では指定管理料が、株式会社飛騨ゆいのときは

年間４００万円だったと思いますね。昨年から観光協会にかわりまして、約２００万円弱アップ

していると思いますわ。なぜ、アップしたんですかね。 

それともう１点、今、小笠原委員がおっしゃったんですけども、アップしている以上は、当然、

外側の草むしりも含めて掃除等は指定管理料を増やしたわけですから、やってもらわないといか

んと思いますが、そのへんはいかがでしょうか。 

●委員長(高原邦子) 

まつり会館のことですね。答弁を求めます。 

□観光課長（斎藤由宏） 

まつり会館の指定管理料の増額につきましては、内容を確認いたします。ただ、ゆいから、今

度、観光協会にまつり会館の指定管理が移っておりますけども、当然、そのサービスが低下する

ことなく一体的に市と連携しながら進めていくというのは当然なんですけども、今年から観光協

会が受託しまして、当然、いろいろとわからないことも多かったというのも現状なんですけども、

そこは市のほうでカバーしながら、まつり会館は指定管理で出しておりますけども、市としても

大切な施設という意識で取り組んでおりますので、ご理解いただければと思います。 

○委員（野村勝憲） 

今年からは、まつり会館に、前部長の清水さんが観光協会の専務理事として入られた。まつり

会館のほうも見られるということでやられているわけですね。よく彼は、日曜日なんかは出てき

て、要するに匠の当番をやったり、いろいろこまめにやっていらっしゃるんですわ。したがって

市から人件費がいっているわけですね。 

そのほかに先ほど言いました、たしか２００万円近く、１９１万円だったかプラスアルファで

払われているわけですよ。 

となってくると、指定管理料だけ増えて、要するに皆さんにお願いしたいのは、入館者を増や

す努力をしてもらいたいということなんですよ。さらに、もう１点、畑上部長にお願いしたいん

ですけども、私は一般質問でまつり会館をしました。答弁を聞きました。そういった中で、１万

５，０００人で収支が合うという話ですけども、決算書は、要するに年間２２００万円が事業収

入で、収入の部で収支が合うために計上されているわけですわ。それは入館料であり、物販であ

り、鯉のえさ代ですわ。それは令和２年度がそうだったんですね。大体、２，０００万円以上な

いといかんのですわ。黒字になりません。何を根拠に赤字で答弁されたんですか。 



決算特別委員会（３日目）R3.9.24 

 

 9 / 42 

 

□観光課長（斎藤由宏） 

まず、まつり会館の収入のほうをお話しいたしますと、大体、平成３０年、３１年の入館料収

入が１，０００万円ございます。大体この１，０００万円ベースでやりますと、収支のほうもほ

ぼ赤字を消せるというような段階です。 

令和２年度になりますと、やっぱり年間の収入が大幅に落ちているということで、年間が大体、

４００万円弱、４００万円を切るぐらいでしたので、ここで５００万円程度の赤字が生じており

ます。 

なので、議員ご指摘のとおり、ある程度の入館料を稼がないと、施設としては存続できないと

いうのもございます。なので、今、観光協会とは年間の集客見込みを立てながら、毎月のお客様

の入り込みを見ながら、細かく収入のほうは見ております。あわせて入館料だけではなくて、物

販収入というのも、かなり大切なものになりますので、今年で言いますと物販のほうは、昨年よ

り伸びてきている状況もございまして、レイアウトの変更ですとか、商品の入替えですとか、ま

つり会館の皆様と相談しながら、ちょっとでも稼げる施設にしていこうということで取り組んで

おります。 

○委員（野村勝憲） 

重ねてお願いといいますか、私は令和元年の３月議会で一般質問しました。当時の観光部長は、

リニューアル後は年間３万人を数値目標にするんですとおっしゃった。それから６ヵ月たった９

月議会でまたやりました。商工観光部長は変わりましたんでね。そのときは２万５，０００人を

５年間、目標数値にすると断言されているんですよ。 

さらに今回は１万５，０００人です。この２年ちょっとで、目標数値が半分に減っちゃってい

るわけですよ。こういうことで、事業経営できますか。普通、目標数値は変えるものじゃないん

ですよ。ましてや、２億円以上投下したわけでしょう。それで、どんどんどんどん減っていくか

ら、目標数値を下げるなんて、民間だったら倒産です。今でも畑上部長は年間１万５，０００人

が目標なんですか。虚偽答弁になりませんか、これ。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□商工観光部長（畑上あづさ） 

コロナが流行する前でしたら、前商工観光部長が答弁したような数値を目標数値として掲げ、

それに向かっていろいろな対策をしていきたいところですが、このコロナ禍で皆様ご存じのよう

に、こういう状況になっており、人流がいつ戻るかというのも手探りの状態が相変わらず続いて

おります。 

その中での実現的な数値として１万５０００人という数値を申し上げたものでありますので、

そこをご理解いただければと思います。 

○委員(野村勝憲) 

そういうと、コロナ終息後の目標数値はどれだけになるんですか。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 
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□商工観光課部長（畑上あづさ） 

コロナ前の状態と全く変わらない状況に戻った時点でしたら、２万５０００人は目標にしてい

きたいと思っております。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

○委員（水上雅廣） 

質問する前にですけど、先ほど指定管理の関係で、管理の話が出ましたけど、私は身近にゆい

という会社があって、指定管理施設も幾つか見させてもらっていますけど、コロナ禍であるので

余計ですけど、職員の皆さんもちゃんと、きちんと、今はメンテナンスに力を入れてある状況な

んだよね。そういったことも少し認識をして答弁していただけるとありがたいなというふうに思

います。 

これはそういうことで、質問は、観光強協会についてちょっとお尋ねしますけれども、説明の

中では、昨年やられたことを幾つか書いてあります。実際にこのコロナ禍の中でイベントも本当

にできなくなった。イベントのためだけに観光協会があるわけではないんです。古川まつり会館

に事務所があるので、ここがメインみたいな感じであれですけど、神岡とかあと旧４町にそれぞ

れ支部があって、それぞれの活動にも協会の事務の事務局の方が携わっておられると思うんです

けど、去年、どういう活動がなされてきたのか。コロナ禍でいろいろなことが、先ほどの話じゃ

ないけど、時間的には少し余裕もあったりしたんじゃないかと思うんです。そういったときにど

ういうことを考えて、この先のことをやってこられたのか。ちょっと丁寧に説明をしていただけ

るとありがたいです。 

□観光課長（斎藤由宏） 

観光協会につきましては、昨年は当然、古川祭と神岡祭など、いろいろできませんでしたので

イベント事はやはり少なかったというのが現状です。 

その代わりに観光協会としては、例えば、池ケ原湿原とか天生の草刈りですとか、維持、管理

につきましては地域の皆様と一緒に今しっかりやろうということで進めておりますし、あと、通

常ですと、今、観光協会のほうで宿泊事業者さんの皆さんを回っていただいて、今のＯＴＡとい

うことで、楽天とかじゃらんとか皆さん進め始めていますので、そういった手助けも観光協会が

実は回ってやってくれています。 

今後、市としても、ＯＴＡを使った近宿泊割引をやっていこうという判断をしたのも観光協会

が一生懸命、皆さん、回ってくださって、理解を得ながらやってきたっていうのもあります。 

やはり、昨年はお客様も一気にコロナで減った年でしたので、宿泊事業者の皆様も不安でいっ

ぱいだったというのもありますので、そこは協会と市と連携しながらサポートしていくと、困り

事を聞いていくというところが一番の仕事としてやっていただいたところです。 

○委員（水上雅廣） 

あと、もう１つ、前に神岡のほうに観光協会の職員を常駐させたらどうだみたいなことがあっ

たと思っていますけど、神岡にもいろいろと面白いものがあって、生かせるものがたくさんあっ

て、立ち達磨も面白いのかなと思いながら、ああいうのは観光協会の方はたしか入って活動され

ている。そんなこともある中で、常駐があってもいいのかなと思わなくもないんですけど、その
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へんはどういうふうに考えてらっしゃるんですか。 

□観光課長（斎藤由宏） 

まず、観光協会の職員が神岡にというお話ですけども、今、実際に神岡の支部の皆様、非常に

元気な方が多くて、私どもも定期的にお会いして、いろいろ情報交換もしながら仕事はさせてい

ただいております。観光協会のほうでも毎月定例とか、必要に応じて皆さんにお集まりいただい

て、意見交換等しながら事業を進めておりますので私としては、今、すごくいい関係が神岡の皆

さんとできていると思いますので、この関係を維持しつつ進めていけば問題ないのかなというふ

うには考えています。 

●委員長（高原邦子） 

ということは、常駐はさせないということですか。 

△市長（都竹淳也） 

常駐の問題というのは、前からあるんですが、執行部の体制も大きく変わって、観光協会の運

営の仕方も、今、また違う考え方で臨もうとされているので、また、よく意見交換したいなとい

うふうに思います。 

ただ、飛騨市観光協会というのは少し特色がある組織かなと思っているのは、観光プロモーシ

ョンをやる部分とまちづくりが一緒になっている団体なんですね。 

それで、各支部の活動というのは、主にまちづくり活動に近い部分が多くて、例えば神岡の花

火をやったりとか、いろいろな観光協会が主体になってやる事業があるんですが、これは観光協

会がやるんですけど、事実上、まちづくり活動に近いというふうに私はとらえています。やはり、

そこの部分を民間の会員の方々が担い、それで市全体の観光プロモーションの部分を事務局が担

っているというのが観光協会の構造だというふうに理解しているんです。 

そうすると、各地域における職員が何を担当するのかというところと関わってくると思ってい

て、まちづくり活動といっても、やっぱり事務局があったほうがいいよねという議論はあるんで

す。そこを常駐の観光協会の職員が担うということは、これは大いにあることではないかなって

気もしますし、その辺りの何の役割を、どうやっているんだというところの明確化な議論を尽く

す、先般も今年７月だったか、６月だったか、役員会があったときに、私申し上げて、その辺り

の議論をしっかりした上で、体制を考えてもらいたいということは申し上げておりますので、そ

の中で、また話が出てくるかなというふうに思いますので、よく意見交換したいと思います。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

○委員（籠山恵美子） 

やはり、未曽有の経験であるコロナの中で観光部門も大変だと思います。初年度ですからね、

令和２年度はコロナでいろいろなことが起きた。 

ただ、観光部門で言いますと、要するに指定管理施設の観光部門は指定管理料ゼロで、基本的

にやっていくという姿勢でやってきましたけれども、そもそも、合併前の古川町のときから観光

協会が旗を振ってインバウンドでこれからやるんだと。海外の観光客を相手にして頑張るんだと

いうことでやってきたという経緯があるので、ただ、それがコロナでころっと状況が変わっちゃ

いましたよね。そうするとインバウンドで、それがある程度、成功して民間に指定管理をさせて
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維持できた施設が、全くそうできなくなってしまったという、昨年、令和２年度ですよね。 

国の尾身会長のお話だと３、４年は続くでしょうというような話ですから、相当厳しいと思う

んです。インバウンド誘致をしながら、飛騨市が観光施設を何とか支えようというのは、そうす

ると、どこかで飛騨市としては切替えなきゃならないところがあると思うんですけれども、そう

いうことは、同時に、今後のことも踏まえて、昨年１年、全く外国人が渡航禁止、自粛になって

しまいましたから、来られないということで苦労したわけですから、その辺りはどんなふうに考

えて新年度を迎えているんですか。 

●委員長(高原邦子) 

答弁を求めます。 

□商工観光課部長（畑上あづさ） 

コロナ前はインバウンドの需要がある程度見込めていまして、そちらに対応したＰＲなどを行

ってきたのは、議員がおっしゃるとおりなんですけれども、やはりこういう状況になりまして、

前のように外国人観光客がみえるようになる時期もまだ見通せませんし、当然、誘客のターゲッ

トを切り替える必要が出てきております。 

例えば、ホテル季古里は市内の宿泊施設の中でも、特にそのインバウンド需要によって稼いで

いた施設になりますけれども、ホテル季古里も、今は個人観光客とか家族旅行といったほうをタ

ーゲットにシフトしておりまして、そういったお客様を迎えるためのいろいろなサービス提供を、

まだお客さん少ない時期にいろいろと検討して、実践できるところから取り組まれております。 

具体的なところとしましては若いお客様をターゲットとして、レイトチェックインとかレイト

チェックアウトだとか、それから食事も季古里ですと、今までは夕食が懐石料理といったことで

おもてなしをさせていただいたものを、もう少しカジュアルな夕食形態で提供できるようなこと

の検討と準備も進められておりまして、ほかの宿泊施設についてもそうですが、コロナでの新た

なニーズに向けていろいろと検討や対応をしておられます。 

○委員（籠山恵美子） 

そうですよね。ただ、例えば、ホテル季古里、すぱ～ふる周辺にはグラウンドがありまして、

ふれあい広場、サッカー場が何面もありますよね。それも昨年は、多分、集団で来るということ

もなくて大変だったと思うんですけれども、そういう周辺の生涯教育につながるかもしれません

けれども、観光だけではないと思いますけど、そういうところとつないで、新たな観光地域にす

るという構想は、何か大事なんじゃないかなと思うんですね。 

そうすると、グラウンドなんかは、どんなにお金かけて整備してもサッカーの大会とか、ある

いはキャンプに使ってもらわなければ、コロナだから移動できませんと言って使ってもらえなけ

れば、本当に不利になってしまうわけですから、その周辺のグラウンドか何かの整備のことと含

めて、新しい発想も必要ではないかなと思うんですね。ホテル季古里にどれだけ観光客が入った

か、すぱ～ふるにどれだけ入ったかという人の数の成果ではなくて、やはり黒内の方々が山を寄

附してくださったという歴史もあるし、そういうことでいうと、発想の転換を図らなければなら

ない時代にもなっているんじゃないかなと思うんですけれども、まだ、そこまで大きな構想の転

換みたいなところまではいかないですかね。市長に伺ったらいいですか。 
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●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

△市長（都竹淳也） 

まず、私、観光について当初からずっと言ってきているのは、やっぱり飛騨市独自の観光資源

をしっかりつくり込んでいくというところから観光政策がスタートしなきゃいけない。 

飛騨市の場合は、隣に高山市白川郷という大きな観光地に隣接していて同じことを同じように

やるという観光は、飛騨市の観光ではないというふうに思っているものですから、むしろ、ほか

にないものをどうやって整備するか、それは、やっぱり時間もかかるし、必ずそのあと、また花

開いてくるだろうということで、宇宙物理学というほかにないものをカミオカラボというかたち

で展開するとか、あるいは薬草のようなかたちでほかが全く手がついてないものをやるとか、あ

るいは観光誘客の中でも大きなホテルに大勢入れてということじゃなくて、空き家を活用したゲ

ストハウスのようなものを、比較的良質なものを追求していくとか、身の丈に合った、しかも、

この資源を生かしたものを、それは食の素材の生かし方から含めて、そこをやってきて、私はあ

る程度ここについては道筋がついてきているんじゃないかというふうに思っています。 

その上で、わんさと人が来てごった返すような町ではないと思っているので、むしろ、お客さ

んとかに日本人のこうしたまちを楽しんでいただけるような、あるいはインバウンドでもリピー

ターの方とかを、やっぱりきちっと取り込んでいくということなんだろうなというふうに思って

いるんですね。 

インバウンドについてのご質問なんですけど、インバウンドについて申し上げると、飛騨地域

のバブルだったと思います。これも数字見ても明らかにバブルで、東日本大震災の１年半後から

急増し始めて、日本人の減少をインバウンドが補っていたというのが、高山、白川郷の状況で、

結局、何かあったら絶対にブレーキがかかるという話を我々もしていました。今回、ブレーキが

大きくかかって大現象を起こしている。 

ただ、下呂温泉みたいに国内客を割としっかり捉えてきたところというのは、意外とそんなに

ひどい落ち込みにならずに安定的に来ている例だと思っているものですから、我々はやっぱりそ

この部分の数を追求してインバウンドをたくさん取り込んでいくというよりも、ここにある資源、

生活を見てもらったり、いろいろなここにあるものを体験してもらったり、体験型のアクティビ

ティー、これはガッタンゴーなんかも含みますけども、そうしたことを追求していく中で比較的

落ちついたお客さんをしっかり取り込んでいくということなんだろうなというふうに思ってい

るんですね。 

なので、そこは発想の転換というか、既に発想転換しながらもともとやってきたんだというふ

うに思っているので、たしかに数字は落ち込んでいますけども、これは、コロナ禍での反応を見

ていても決して間違ってはなかったんじゃないかというふうには思っています。 

それから、宿泊施設なんですけども、黒内周辺のお話がありましたが、飛騨市はスポーツ合宿

とかスポーツ系のものに使えるというのは圧倒的な強みで、これは高山には絶対負けないところ

だと思っているんです。その意味ではグランパスとか大きな大会ということだけじゃなくて、国

内のスポーツ大会でもかなり需要がありますので、今度は宿のグレードアップをしっかりしてい

ただきながら、かなり大会関係者の要望も強くなっているんです。子供たちのニーズが、大勢の
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ところにわーっと入ってということを認めてくれなくなっているものですから、冷房がなくちゃ

いかん。お風呂もきれいじゃなくちゃいかんというふうになってきて、そこにちゃんと付いてい

ってもらうようなこともやりながら、ここは強みとしてしっかりやっていきたいというふうに思

いますし、その意味でも、今、大きな方針としては、これまでそういった方向をとってきていま

すので、それをしっかり進めていくという考え方で迎えたいというふうに思います。 

○委員（籠山恵美子） 

そういう方向で頑張っていただきたいなと思いますけど。東京テレビの市長が出演された番組

です。タイトルを忘れてしまいましてけれど、ビヨンドなんとか、「田舎に住もう」という番組

ですよね。たまたま、今朝、それが知り合いからＬＩＮＥで送られてきて、全部、見れたんです

よ。とってもよく撮影されていて、飛騨市の魅力をすごく上手に編集されていてね。私、正直言

って、これは我が飛騨市かと思うほど、全く市外の人間のように客観的に見て、とっても魅力的

に構成されていたなと思って見ていたんですけれども、やっぱり今はそういうビジュアル的な宣

伝というのをやっぱりどうしたってそれを避けられない時代ですよね。 

だから、そういうので全国発信しながら、だったらやっぱり受皿もちゃんとこっちで用意しな

きゃならないじゃないですか、「来て見たけれども、あれ、なんかテレビで見たのと全然イメー

ジ違うよ」では困るんですよね。 

だから、そういう意味では本当にみんなで力を合わせて、経済状態に左右されないまちの魅力

というもの、それこそ持続可能なまちの魅力というものを、どれだけつくれていくかということ

がとても大事な感じがしますので、そういうことを思いますから、令和２年度の決算はコロナで

右往左往して大変でしたけれども、これから、また、そういう意味ではいろいろな知恵を出し合

いながらやってもらいたいなあと思いますので聞きましたが。 

△市長（都竹淳也） 

本当に番組はよくまとまっていたかなと思いますし、プロデューサーの方がロケハンにこられ

て、なるほどこういうポイントの選び方をするのかと思って私自身も勉強になりましたんですけ

ど、あの中で、やっぱり思うのは見物観光ではないということが明らかになったというふうに思

います。 

なので、何かを見に来て、見物して帰ってくというんじゃなくて、体験をしたり、隠れた町の

よさ、田舎の風景とか、そういったものを追求していったりということが、あるいは移住をある

程度、視野に入れた番組でしたけども、魅力になるんだということと、あと、話題づくりですね。

さるぼぼコインがまさか取上げられるというふうには思いませんでしたが、さるぼぼコインが地

域資源になるということ自体も、あれは飛騨市のものではありませんが、なるほどと思いました

ので、そういった話題づくりとかをしっかりする中で、ニッチな層の個別のお客さんをしっかり、

ファンをつかまえていって、そのファンのリピーターを増やしていくという方針で、これからも

迎えたいなというふうに思います。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

○委員（野村勝憲） 

宿泊施設の話が出ましたので、関連でなんですけども、皆さんご承知のように、今年の４月か
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ら高山市で４つのホテルが開業しているわけですね。 

このインバウンドの中ですごい勢いだなと思うんです。今すぐは、なかなか難しいと思います

けど、実は３年～４年後には、たしか高山市全体の客室数が、たしか４，５００を超えるという

報道を見た記憶があるんですけども。 

となると、１日に１万人くらいの人が泊まれると、２人でこられた場合ね、４，５００室です。

そうなってきた場合、私が危惧するのは、名古屋、金沢に続いて、高山市、このエリアで、ホテ

ルが３番目の集積地になるわけです。となる、と高山に泊まって飛騨古川ということが、ますま

す可能性が出てくるとなると、先ほどのホテル季古里も含めてね。いろいろ影響が出るという危

惧をしてくるわけですね。 

そういうことについて、今からある程度、対策を講じていかないかんわけですわ。今すぐとい

うことじゃなくても、そのへんはどのような、当然、皆さんもそういう情報は持っていらっしゃ

るし、高山市とも意見交換会をされているわけですから、そういう先を見通した考えはどのよう

な考えを持ってらっしゃるんですか、あるいは対策は。ホテルに関して。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□観光課長（斎藤由宏） 

高山市のホテルの状況につきましては、一昨年よりかなりの量が増えているというのはお聞き

しております。 

実際、高山市内に今、そういったホテルが建っているんですけど、結構、全国的なチェーン店

も多くて宿泊単価が安いというのがあります。 

ビジネス需要がほとんどなんですけども、やはり高山市内もインバウンド含めてビジネス需要

で稼いでいたホテルさんもいるんですけども、今、実情を聞きますと、かなりお客さんを取られ

て困っているというのが実態です。 

かなりインバウンドとかが戻ってくれば、また分散して宿泊需要が皆さんに行き渡ると思うん

ですけど、今、コロナ禍でホテルの増設というのは非常に厳しいというのが高山市内のお宿さん

の意見としてはございます。 

飛騨市としましては、先ほど市長も申し上げましたとおり、一宿で売っていくのではなくて、

例えば、薬草ですとか、スポーツですとか、いろんな体験ができるまちとして、それと宿泊とを

つないで、やはり飛騨市という面で売っていくというのが高山市と比べてこれからやっていかな

きゃいけないところだと思っていますので、その点を第一に取り組んでまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

○委員（野村勝憲） 

私、今回は観光を中心に一般質問をした。それで、ホテルのこともやりました荘川のホテルの

ようなものを誘致すべきじゃないかということをやった。 

それに当たって、実は４つの全部のホテルを回ってきたんですが、オープンしているので、回

ってきて、飛騨市のパンフレットを持って、要するに支配人、もしくは支配人クラスの人に話を

聞いてきています。たしかに今は厳しいということですけども、やはりね、なかなかチェーン店

なもので、全部が全部じゃないですよ。やっぱり全国チェーンで展開されるところもあるもんで、
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要するにブランド力があるわけです。ですから集客する力があるわけですよ。 

しかし、飛騨市の場合、チェーン店はございません。むしろそれのほうがいいのかもしれない

ですね。そういうことで、要するに集客力がある。これが平時に戻ったら相当の集客力を発揮さ

れるので、だから今からでも遅くないので、いろいろな対策を講じていかないと、飛騨市のホテ

ルね、要するに駅前のホテルとかそういうところ、例えば旅館とかね、日本伝統の旅館はそんな

に私は影響を受けないと思います。むしろ、ビジネス系のホテルに近いところが影響しますので、

そのへんをもう少し情報収集して、先を見通した先ほど言いました誘客戦略をお願いしたいとい

うことなんですよ。そのへんはどうでしょうか。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□観光課長（斎藤由宏） 

たしかに今、ビジネス需要、非常に重要だということは私どもも認識しております。単なる宣

伝をして、うちビジネス泊まれますよという紹介ではなくて、今後はビジネス需要をしっかり勝

ち取るということで市内の企業さん、例えば神岡の企業さんですとか、古川の企業さんと連携し

て関連企業から飛騨市にご出張にこられる際は飛騨の宿を使ってくださいと。そういう観点で、

そういう切り口でビジネス需要を獲得していきたいと考えております。いずれにしましても、議

員おっしゃるとおり、やれることはしっかりやっていくという姿勢で取り組んでまいりますので

お願いいたします。 

先ほど野村議員から質問ありました、まつり会館の指定管理料が１５０万円増えた分につきま

しては、施設の更新によって、施設整備の保守管理料が増えた部分でございますので、人件費に

は直接関係ございません。１５０万円増えた分が、施設の保守管理料が増えたというふうになり

ます。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

○委員（水上雅廣） 

せっかく商工があるので、附属資料０２の２２１ページの内容で１点だけ伺いたいです。女性

障がい者高齢者社会支援促進補助金がありますよね。これは女性の社会進出の関係で２件と、そ

れから高齢者身障者の関係で１件、ちょっと中身を教えていただけませんか。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□商工課長（舟本智樹） 

女性と障がい者高齢者の進出促進補助金でございますが、女性のほうは２件で両方、製造業の

ところが申請してみえます。それで主なところは、女性用のトイレとか更衣室とか、そこらへん

の改修をされるというかたちでございます。 

男女一緒になったトイレがあるところを男女別にされるとか、そういうことでございます。障

がい者は手すりとか、そういうもので使ってみえます。以上です。 

○委員（水上雅廣） 

ちょっと変わりますけど、去年は商工課、いきなりコロナ関係で矢継ぎ早に補正、補正、専決
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でいろいろな事業をやって本当に大変やったなと思っています。よく乗り越えたなと。 

ここまで来て、まだまだ頑張ってもらわないかんのですが、その中で商工会、商工会議所等い

ろいろな事業をやっておられましたけど、何かしら特に問題があったとか、逆にあちらからこう

いう提案があったとかというのは、何かないですかね。事業制度的なことでもいいんですけど。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□商工課長（舟本智樹） 

今、議員がおっしゃった、商工会、商工会議所との連携のことでございますが、ただいまの定

期的に局長さんとか、ほかの職員さんも含めて連絡会議とかをするようにしております。 

ただ、ちょっとコロナでなかなかできない部分がありまして、一同を介してということは、な

かなか難しいところございますが、その分、逆に私どもが商工会へとか会議所さんのほうには出

向きまして、その都度、いろいろなお話をいただいております。 

それで、例えば近々ですけど、今の緊急事態宣言とか、あんなようなことの周知にしましても、

私、４月からこちらのほうに来ましたけども、ものすごく連携が早くて、ほかの市よりもペーパ

ー的なものはすぐ回せたりとか、そういうことではすごく関係がいいなというふうに思っており

ます。 

それと、最近の事業で言いますと、商品券を各団体に、古川のほうはおしゃれ券というような

かたちで出されたり、神岡のほうは元気というキーワードで商品が出されていますけど、これは

私どもの市がやりますと大体一律というようなかたちで、市内全域をカバーするようなかたちで

考えるんですけど、やはり団体さんはそれぞれの事情をよくわかってみえて、例えば古川の場合

は、やっぱりふだんから生活で使うもののほうに消費が流れるよりは、おしゃれとか外出でちょ

っと影響があるところを重点にやれるということで、ああいうふうにされたということです。こ

れは神岡のほうはカミオカンデのほうが、今、進んでいるということで、それにもかこつけて、

神岡のまちを元気させたいというような、かたちでやってみえたということです。 

それで、私どもで各商工団体の提案をいただきながら事業をするということが、すごく効果的

だなということで感じておりまして、これからもまた、私たちは、よく局長さんと話すんですけ

ど、ツーカーというか、そういうかたちでやらせていただいておりますので、これからもそうい

う連絡をとりながらその地域に合った事業も一緒になってやっていきたいと思っております。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

(「なし」との声あり) 

●委員長（高原邦子） 

質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 

◆認定第１０号 令和２年度飛騨市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

●委員長（高原邦子） 

  次に、認定第１０号、令和２年度飛騨市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議

題といたします。説明を求めます。 
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□商工観光課部長（畑上あづさ） 

それでは、駐車場事業特別会計についてご説明をさせていただきます。 

まず、歳入のほうの説明をいたします。令和２年度飛騨市歳入歳出決算書３５５ぺージをお願

いいたします。使用料ですが備考欄に記載しております、６駐車場で延べ２万５，８４６台、合

計３６９万７，４６０円の使用料収入がありました。中ほどに駐車場事業基金利子がありますが、

こちらは前年度末の駐車場事業基金としまして、２，７０８万円余りがございます。 

続いて歳出のほうです。３５７ページをお願いいたします。主なものは除雪委託料。各駐車場

の土地借上料を一般会計に納入したものとなっております。以上で説明を終わります。 

●委員長（高原邦子） 

  以上で説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  （「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 

◆休憩 

●委員長（高原邦子） 

  職員入れ替えのため、暫時休憩といたします。再開を午前１１時２５分といたします。 

 

  （ 休憩 午前１１時１４分  再開 午前１１時２５分 ） 

 

◆再開 

●委員長（高原邦子） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

◆認定第１号 令和２年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について 

                【教育委員会所管】 

●委員長（高原邦子） 

  それでは、休憩を解き会議を再開いたします。 

認定第１号、令和２年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について、教育委員会事務局所管

の歳入歳出決算を議題といたします。説明を求めます。 

□教育委員会事務局長（野村賢一） 

それでは、令和２年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の教育委員会所管についてご説明いたしま

す。歳入につきましては令和２年度飛騨市歳入歳出決算書一般会計特別会計で、歳出につきまし

ては附属資料０２令和２年度決算に係る主要施策の成果に関する説明書にて説明させていただ

きます。 

それでは、歳入から説明いたします。令和２年度飛騨市歳入歳出決算書８０ページをお願いし

ます。教育使用料は教育委員会が所管する施設の経常的な使用料と放課後児童クラブの使用料で

す。８０ページの上から３つ目に過年度分の行政財産目的外使用料があります。これは古川西小
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スクールバス車庫の敷地内に運転室の休憩用のコンテナハウスがあるのですが、それの敷地使用

料の徴収を失念していたものでございます。 

また、８１ページの上から２つ目にも同じく過年度分があります。これは宮川町塩屋の金清神

社前の土地が教育財産になっており、その一部をソフトバンクのアンテナ敷地として貸している

のですが、その使用料を２０１４年７月以降請求していなかったことが相手方の連絡により発覚

し、遡って徴収させていただいたものであります。いずれも職員異動の際の引継ぎ漏れであり、

今後はこのようなことのないよう再発防止に努めます。 

次に８８ページをお願いします。下段が教育費国庫補助金ですが、００３教育支援体制整備事

業補助金はコロナの影響に伴う児童生徒の学習をサポートする学習指導員等の配置に対する補

助金です。国が３分の１、県が３分の２、したがって補助率は１０分の１０ということになりま

す。 

小学校費補助金の下から４つ目、００３学校施設環境改善交付金は古川西小学校と河合小学校

の体育館の非構造部材の耐震化工事に伴う補助金で補助率は３分の１です。その下の００５情報

通信ネットワーク環境施設整備費補助金及び００６情報機器整備費補助金は、国のＧＩＧＡスク

ール構想に伴うＩＣＴ機器の整備に係る補助金です。一番下、００７学校保健特別対策事業補助

金はコロナ対策補助金で、消毒剤やサーキュレーター等の購入に対する補助金です。次ページ、

８９ページ上段の中学校費補助金にも小学校費と同様の補助金があります。同じく８９ページ中

段の００１埋蔵文化財緊急調査補助金は、姉小路氏城下跡調査に係る補助金、歴史いきいき史跡

等総合活用整備事業補助金は古川城の石垣測量に係る国からの補助金です。少し飛んで９９ペー

ジをお願いします。中ほどにあります教育費県補助金のうち、００１地域学校協働活動推進事業

補助金については、検討委員会開催時における各委員さんの謝礼及びアドバイザーへの謝金に充

当しました。その下００３教育支援体制整備事業補助金は、国庫補助金で説明しました県の３分

の２の負担分です。その３つ下にあります、００１文化財保護費等補助金については、古川町屋

台、三光台の修理に充当しました。次に１０４ページをごらんください。寄附金の一番下、０６

教育費寄附金のうち生涯学習振興事業寄附金は、１６地域振興財団からいただいたもので、市民

カレッジのプレ開校事業に充当しました。少し飛んで１１３ページをごらんください。中段から

は教育費、雑収入になりますが、１１４ページの備考欄、０２２スポーツ振興くじ助成金につき

ましては、古川町のサンスポーツランド古川野球場の三塁側に防球ネットを設置させていただい

たものと、スキー競技用掲示装置を購入させていただいたものであります。以上で歳入の説明を

終わります。 

続きまして歳出の説明をさせていただきます。歳出につきましては、附属資料０２令和２年度

決算に係る主要施策の成果に関する説明書にて説明させていただきますのでそちらをご準備願

います。２７３ページをお願いします。 

まずは、教育総務課所管から説明いたします。次ページ２７４ページをお願いします。２スク

ールバス運営更新事業です。スクールバスの運営につきましては、コロナ対策により乗車人数が

多い路線については、三密を防ぐため複数台数での運行としたほか、通常の運行に加え各学校で

定める補完学習日における通学バスについても運行しました。 

また、老朽化していく車両を計画的に更新するため、河合稲越線の２９人乗りマイクロバス１
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台を更新させていただきました。次にその下、３飛騨市育英基金貸付け事業をお願いします。昨

年度では新規、継続を含め４７件の貸付けを行いました。そのうち、償還免除対象は２５件でし

た。次ページをお願いします。５小・中学校体育館非構造部材耐震化事業につきましては、歳入

でも触れましたが、昨年度は古川西小学校及び河合小学校の体育館の耐震化を行いました。これ

で耐震化を必要とする施設についての工事は全て終了しました。 

２７５ページ下段からは学校給食の説明になります。２７６ページをお願いします。２産地品

を使ったふるさと食育の推進につきましては、ふるさと納税を活用し地元のデザート使った「あ

りがとう給食」を延べ１０４回、地域食材を使った「ふるさと学校給食」を１５回実施いたしま

した。 

また、最下段の３給食施設の設備更新につきましては、昨年度、河合給食センターの食品保冷

庫を更新させていただきました。次に２７８ページをお願いします。ここからは学校教育課所管

となります。同ページ下段、１飛騨市学園構想の推進とあります。これは市内の保育園、小学校、

中学校、高等学校、特別支援学校が、目指す人間像を実現するために系統性、連続性のある一貫

した教育活動を推進するものですが、昨年度は学園構想の具現化に向けてコアチーム会議推進委

員会を組織し、熟議を行い、方向性を見出しながら着実な歩みを進めました。 

次に２８０ページをお願いします。下段の４、ＩＣＴを効果的に活用した授業づくり事業では、

さらなるＩＣＴ環境整備を進め、タブレットＰＣは小学校４年生以上で１人１台、小学校１年生

から小学校３年生は２人に１台が配置され、また、全ての教室でインターネット接続が可能にな

りました。さらに電子黒板は小学校４年生以上と特別支援学級の教室に整備しました。各学校で

はこれらのツールを利用し、直面する課題を主体的に解決するために必要な課題解決能力や情報

活用能力等の育成を目指しました。次に２８２ページをお願いします。下段、７教育長室オンラ

イン整備ですが、教育長室に大型ディスプレイを設置し、各種のオンライン会議に対応できる環

境整備を行いました。 

次に２８４ページをお願いします。ここからは生涯学習課所管となります。下段の１社会教育

推進事業には市民カレッジ事業が含まれます。市民カレッジとは市民が知的好奇心を抱き、学ぶ

楽しさを知り、生きがいを持って生活ができるようにすることを目的とした大人のための学び直

しの場であります。 

歳入でも申し上げましたが、昨年は１６地域振興財団の助成を受け、記念講演として村尾信尚

さんの講演会のほか、大学教授による講座など５講座を実施し、延べ５００人の市民の参加を得

ることができました。 

なお、本年度、９月に本開講できるよう準備を進めておりましたが、コロナの影響を受け開校

式は延期となっております。 

次ページをお願いします。下段の２地域学校協働活動事業です。この事業は地域全体で子供た

ちの成長を支えるとともに、学校を核とした地域づくりを目指し、地域と学校が協働して様々な

課題に取り組もうというものです。地域学校協働本部を７箇所に設置し、活動を開始しました。

活動例としては、例えばコロナによる学校休業時に地域住民の協力によりケーブルテレビを利用

した授業を行った河合小学校、人手不足で開催が危ぶまれましたが、地域住民の協力により実現

した宮川小学校マラソン大会などがあります。 
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次ページ、２８６ページをお願いします。３公民館管理運営事業です。通常の公民館の管理運

営、集落施設整備事業のほか、昨年度はコロナ対策として感染防止対策備品や仕出し料理等の購

入に対する支援を行いました。次ページをお願いします。４公民館講座等開催事業ではコロナの

影響で多くの講座が中止になりましたが、それでもマスクの作り方講座や自宅でできる講座など

工夫を凝らしながら公民館講座２１件３４８名、自主講座２６件２４６名の参加がありました。

次に２８８ページをお願いします。６青少年育成推進事業では、成人式の開催や青少年健全育成

推進事業、子供会育成連絡協議会補助事業を実施しています。成人式はコロナ禍ではあったもの

の感染防止対策を徹底し、予定どおり１月３日に実施しました。 

２９０ページをお願いします。ここからは文化振興課所管となります。下段、１図書館機能の

充実事業では蔵書の更新と新たな利用者の掘り起こしや、利用促進のためにイベントや講座を計

画していましたが、４月～５月中旬までは臨時休館により幾つかのイベントが中止となりました。

９月以降はコロナ対策を行いながらイベントや講座を再開したほか、河合町、宮川町、山之村地

区への出張貸出しサービス、飛ぶ図書館を実施するなど図書館の利用促進に努めました。 

なお、飛騨市図書館の昨年度の利用者数は２万２２３０人、神岡町図書館は１万３６５人で、

令和元年度に対し、両館合わせて６，６１０人の減となりました。休館やイベントの中止が影響

したものと思われます。 

次に２９１ページをお願いします。下段の２飛騨市美術館企画展及び関連セミナーワークショ

ップ事業では、美術館の企画展としてコロナ禍にありながら、２９２ページにあるような６つの

展覧会を開催し、延べ２，９００人余りの方にごらんいただくことができました。 

また、ワークショップ関連では子供ミニ版画教室や日本画教室など１８事業開催、延べ２４０

名の参加をいただきました。 

次に下段、３地域歴史資源活用事業は江馬氏館跡整備活用事業、姉小路氏関連城郭整備活用事

業、埋蔵文化財発掘調査等事業、飛騨みやがわ考古民俗館活用事業、それぞれが文化振興の核と

なる事業です。昨年度は姉小路氏、江馬氏の山城跡の整備活用について古川城跡、笠松城跡の発

掘調査を行いました。なお、姉小路氏関連城郭につきましては、令和５年度での国の史跡指定に

向けて現在、調査、研究を続けております。 

また、飛騨みやがわ考古民俗館は緊急事態宣言によりゴールデンウイーク中の休館を余儀なく

されましたが、それを逆手にとって、石棒クラブオンラインツアーを開催したところ、１７０名

もの参加があり、大変好評でありました。 

次に２９４ページをお願いします。４文化芸術振興事業では文化協会など各種団体が実施する

芸術文化活動に、その経費の一部について支援をしております。なお、令和２年度からは文化交

流センターで行う企画事業を委託事業としました。また、新垣秀雄氏を顕彰しました作文コンク

ールは応募数が４９作品と少なく、周知方法に課題を残しました。次に２９６ページをお願いし

ます。飛騨の糸引き工女の史実調査研究では、平成３０年度から行ってきた調査、研究を飛騨の

糸引き工女調査報告書としてまとめ、２００部を印刷しました。 

次に２９７ページをお願いします。ここからはスポーツ振興課所管となります。下段の１スポ

ーツ推進事業では、次ページにありますようにスポーツ推進委員活動事業、スポーツ団体育成事

業、スポーツ行事推進事業、そしてウォーキング推進事業を実施いたしました。コロナ禍で多く
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の事業が中止となる中、新たに６名の方の資格取得や神岡町流葉地内に新たな認定コースを新設

するなど事業の促進に努めました。 

また、外出の自粛による運動不足の解消のため、「だれでもカンタン！おうちレク」と称した

動画を配信しました。動画は好評につき第８弾まで作成しました。次に２９９ページをお願いし

ます。２体育施設管理運営事業では、１８の体育施設及び１８のグラウンドの維持管理のほか、

昨年度はトレーニングセンターの第１期改修工事や稲越ゲートボール場の拡張工事、古川町のサ

ンスポーツランド古川の防球ネット改造工事等を行いました。 

なお、防球ネット改造工事は歳入でも説明しましたが、スポーツ振興くじｔｏｔｏの助成を受

けて施行いたしました。 

最後になりますが３００ページをお願いします。４ねんりんピック岐阜２０２０大会開催事業

では、新型コロナウイルス感染症の影響で１年の延期が決定し、予算の執行はありませんでした。

なお、ご承知のとおり今年度の開催も中止となり、大会を楽しみにしていた、全国の参加を予定

されていた方には非常に残念な思いをさせてしまいました。以上で教育委員会所管の決算説明を

終わらせていただきます。 

●委員長（高原邦子） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（上ケ吹豊孝） 

成果に関する説明書の２８０ページ、３番の英語教員指導員のことでお伺いします。２０年以

上前からＡＬＴを招いて英語力の向上ということをやっていて、指導員も増やされているという

ことで、飛騨市の小中学校の英語力の向上の成果は出ているんでしょうか。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

議員ご指摘のように、飛騨市では英語力の向上を含めた子供たちの会話、英語を通したコミュ

ニケーション表現力の向上のために英語教育指導員や英語指導講師を配置してＡＬＴとともに

進めております。今回、コロナ禍のためにＡＬＴが半年配置できなかったということがありまし

たが、学校教員と英語教育指導員の連携、そして指導講師の指導のもと何とか英語を伸ばす事業

を進めてきました。 

ご指摘の英語力というところでございますが、基本的な点数というよりも、今の英語を使って

しっかりと話せるとか、自分のことを表現できるというところに、まず主眼を置いて小学校から

進めておりますので、それにつきましてはタブレットを使った英語の授業などを参観したところ、

非常に積極的に会話をしているなという思いはあります。 

今後は場に応じた、先ほど事務局でもありましたように、課題解決能力を高めるために、やは

り、英語でもいろいろな課題を解決する、自分のわからないところも考えたり、そして表現でき

るような、そんな力をより一層、求めて指導していきたいと考えております。以上です。 

○委員（上ケ吹豊孝） 

そうすると、指導員も増やされたりしているということで、例えば１０年前と比べたら、確実

に成果が出ているというふうに認識してよろしいでしょうか。 
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●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

１０年前の知識や技能を学ぶ、グラマーで文法などを学ぶというよりも、現在は会話というと

ころに重きを置いております。 

ですので、その部分でいくと非常に子供たちの表現力、コミュニケーションスキルを高めるの

に寄与していると考えていますし、そうした方向に進んでおります。 

○委員（澤史朗） 

今の関連ですけれども、ＡＬＴさん、結局、去年８月にお帰りになって、９月以降、決算書を

見る限り、まだ来ていないということなんですけれども、今後の予定というのがありましたらお

聞かせください。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

澤議員さんから昨年度もそのお話を聞きまして、今、現場教員が頑張っているということを言

わせていただきましたが、ようやく９月の下旬にアメリカから１名、ようやくＪＥＴの派遣でご

ざいますが、迎えに行って１０月から学校にということで、まず１名が来る予定でございます。 

さらに、１０月にもアメリカのほうからということで、予定しておりました３名のうち２名が、

この９月下旬～１０月にかけて来日をして、そして、こちらの飛騨市のほうへ配置されるという

ことで、今、計画を進めております。 

ただ、残念ながらカナダのほうから来る１名については、いろいろな事情もありまして、来ら

れないということで、２名体制で何とか進めていくということで、英語指導講師や指導員も含め

て英語教育を進めていこうと考えております。以上でございます。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

○委員（井端浩二） 

資料０２の２７９ページ、学習支援員についてちょっと確認をさせてください。結構、不登校

が各学校にいらっしゃると思うんですが、この支援さんを導入したことによって、その成果とし

て、要は全然来られなかった子が少しずつ学校に来られるようになったとか、あるいはすごく不

適応にあった子が普通の学級で授業を受けられるようになったというようなことがあるのか、そ

のへんの成果についてお聞かせいただきたいと思います。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

ご指摘の学習指導員ですけれども、基本的に不登校や不適応の児童生徒が学校へというような

こともありますが、いわゆる不登校、不適応の児童生徒が、今後、高校へ行ったり、そして夢を

持つために学習の部分が必要であると。 

ですから、家や相談室や、そしてクリニック等、グリーンルーム、そんなところで勉強ができ

るようにということで、配置を始めたものがこの事業でございます。 

ですので、まず、学習支援員の配置によって教室に入れるようなった、学校に来られるような

ったというよりも、その子が今後、高校へ行きたいと思ったときの大切な学力をこれまでなら相

談室で、ただプリントをやっているだけの、そんな取り組みであったものを、高校へ向けて学力
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をつけられるようにということで配置したものでございますので、議員ご指摘のように来られる

ようになったとか、復帰したというところについては特に、この学習指導員が配置されたからと

いうところの数字はつかんでおりません。 

ただ、少なくとも学習に向かう姿勢、相談室やその他、グリーンルームでありますが、そうい

う姿勢がついてきたということは確実にこの後の将来に向けての、何もなかった目標ではなくて、

そのために学力をつけるという部分でいえば、この学習支援員は非常に寄与しておると考えてお

ります。 

□教育長（沖畑康子） 

補足させていただきます。今、申しましたように確実に勉強というものに向かえなかった子が、

グリーンルームや、それからクリニック、相談室等でしっかり勉強を始めている。本当にスタデ

ィサポーターの先生の支援を得ながら、きちっと勉強を始めて定期的に毎週続けているとかとい

うことが出てきております。 

○委員（井端浩二） 

よくわかりました。大変いいことだと思うんですが、ただ、不登校の子はいろいろ精神的に悩

んどることも多々あると思うんですよ。 

それで、ここに書いてありますように、こどもこころクリニックと連携に行くと連携というこ

とを書いてあるんですが、精神面のフォローというか、そのへんについてはどう考えてらっしゃ

いますか。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

ご指摘の精神面やいろいろな心のフォローについては、市でも、例えば教育相談員や学習児童

生徒支援員というものを配置しております。 

それで、子供たちの状況に応じてこの子はなかなか勉強に向かえないけれども、ちょっと心を

フォローしてやろうかなとか、それから、あと、この子は学習に向かえるという、その子供たち

の状況に応じて連携先、そして関わる人というのは各学校でも進めておりますので、そんなかた

ちで相談員、支援員、今のスタディサポーター、学習支援員というかたちで対応させていただい

ております。 

○委員（住田清美） 

ただいまの学習支援員の関係なんですが、とても子供の心に寄り添っていただいて、次のステ

ップに結びつけるということで大変ありがたいんですが、コロナのこともあって子供の心はさら

にさらに不安定になっていって、それがやっぱり不登校につながる可能性もあると思います。 

それで、令和２年度は古川中学校区に２名、神岡に１名で、令和３年度、古川中学校に１名増

員されたということなんですが、ひとり、ひとりにしっかり寄り添っていくために、このスタデ

ィーサポーターさんの人員というのは、これで十分なんでしょうか。もうちょっと居たらいいの

にというようなことはありませんか。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

学習支援員ということですので、できるならば５教科の免許保有者がいることが最も理想的だ

と思います。 

現在、そういった意味では各教科の免許保有者につきましては、今年度も増員して、特に国語、
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算数、数学、理科、社会、英語というかたちで増員したいということは思っておりますが、何よ

りも子供たちの学習喚起ということで、特に小学校児童ですと、教科にとらわれず学習へ向かえ

るようにということで、今のところ何とか維持はしておりますが、人数が居るにこしたことはあ

りません、がなかなか退職教員も含めての地域確保というのも今後の課題になっております。以

上です。 

○委員（住田清美） 

やっぱりどこでも、今、なかなか人員が足らないということで、先生方も欲しいけれど充当で

きないという部分もあると思いますし、多分これは国とか県の補助が入っているので、その範囲

の中でというと限られたところがあると思うんですが、やっぱりこういう子たちが増えていくよ

うな現状であれば、市単でも充実すべきだと思いますが、そのへんの方向性はいかがでしょうか。 

●委員長(高原邦子) 

答弁を求めます。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

議員ご指摘のように国の事業、補助事業でもありますが、今の状況下でいくと十分フォローで

きているということは言えないんですけれども、たしかに人員のこと、そして子供たちのニーズ

に寄り添うということであれば、その人の数もそうですけれども、やはりスペシャリスト、教科

のスペシャリストでもありますが、心に寄り添えるようなスペシャリストも含めた、そんなかた

ち、いろいろなかたちで寄り添えることもありますので、なかなか人数については難しい部分も

ありますが、子供のニーズに寄り添った対応していきたいということで思っております。 

○委員（野村勝憲） 

文化振興のことでお聞きしたいんですけど。２９４ページですか。要するに地域歴史資源活用

ということで、その中で私が注目しているのは、メディア掲載実績ということで、非常に各市の

新聞を初め、テレビに取り上げられているんですけども、これ、非常によい仕掛けづくりをされ

ているなと思っているのですが、この中で全国紙、もしくは全国のテレビに放送されたという実

績はあるんでしょうか。 

□文化振興課担当係長（三好清超） 

この中で全国紙はありません。以上です。 

○委員（野村勝憲） 

そうしますと東海地区ということなので、今、江馬館というものが注目されてきているわけで

すね。私も非常に気にしているところなので、ぜひ、今後、そういったところに対して全国紙、

例えばここに朝日新聞がありますから、ぜひ、地域ローカルだけではなくて全国に取上げてもら

うように交渉のときにお願いすればいいと思いますんで、そういう広報戦略も付け加えるといい

と思いますがいかがでしょうか。 

□文化振興課長（大上雅人） 

議員おっしゃるとおり、いろいろなところに積極的にＰＲしていきたいと思っております。今

年度のことですけれども、江馬館につきましては、非常に影響力のあるインスタグラムのインフ

ルエンサーの方にも来ていただいて紹介していただきましたし、みやがわ考古民俗館につきまし

てはＮＨＫから取材を受けまして、これは全国放送になりましたけれども、番組をつくっていた
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だきました。こういったことをとらえながら、いろいろなところにＰＲしていきたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

○委員（野村勝憲） 

ぜひ、お願いしたいのは、私、一般質問でもしましたけども、学芸員がせっかく本を出された

わけですから、非常にタイミングがいい時期なので、そういう意味では学芸員いる前で申し訳な

いですけども、やっぱりせっかくなのでパブリシティ効果を上げていただきたいと思いますが、

教育長いかがですか。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□教育長（沖畑康子） 

そのように努力してまいります。 

 

◆休憩 

●委員長（高原邦子） 

それでは、ここで暫時休憩といたします。再開は午後１時です。よろしくお願いします。 

 

  （ 休憩 午前１１時５９分  再開 午後１時００分 ） 

 

◆再開 

●委員長（高原邦子） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

午前に引き続き質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（小笠原美保子） 

附属資料の２の２８１ページです。ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりというところで、令

和３年度も引き続き、専門的な知見を有するＩＣＴ支援員を配置してと何度か出ていらっしゃる

んですけども、今まで１人配置していらっしゃるというのは伺っていますけども、増えましたか。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

ＩＣＴ支援につきましては今年度１名ということで、各学校に計画的に配置しておる１名のみ

でございます。 

○委員（小笠原美保子） 

ということは増えていないということですね。ＩＣＴ支援員さんのお仕事なのかどうか、ちょ

っとわからないんですけども、使い方が主たるところだとは思いますけども、実はモラルという

か、使い方としてのお子さんたちへの指導の内容として、愛知県のほうでもちょっといじめがあ

って自殺されたという事例もありましたし、何よりもそのパスワードがみんなで共有していたと

いうのが原因だったと聞いているんですけども。そういったところは支援員さんの指導になるの

か、もちろん先生もご指導されると思うんですけども、どうなんでしょうか。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

パスワード等につきましては、今回、実は確認をしっかりしまして、複雑であり、そしてわか
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らないようなかたちになっておりますが、この仕事についてはＩＣＴ支援員が関わり、学校の職

員、ＩＣＴ推進教師というのがおりますので、各学校そんなかたちで対応しております。 

モラルについても、そして使用の仕方についても、ＩＣＴ支援員、そして教育委員会でも委員

会をつくっております。チームをつくっておりますので、学校と連携していろいろな問題、それ

からモラルについて対応しております。 

○委員（上ケ吹豊孝） 

成果に関する説明書の２９７ページの一番下のスポーツ推進事業についてお伺いします。 

この中に飛騨市のスポーツ推進委員を委託しというところがあるんですが、これは、例えば今、

中学校のクラブ活動とかは学校の教職員の方がやっていたんですが、何か２０１７年ごろに教職

員じゃなくてもクラブ活動の指導ができるというふうに変わったらしいんですが、飛騨市はこの

中にクラブ活動の指導ということはやられているんでしょうか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

議員のご質問につきまして、現在のスポーツ推進委員につきましては、主に地域のレクレーシ

ョンを中心に行っていただいておりますので、その中でクラブ活動支援ということは、今のとこ

ろしておりません。 

○委員（上ケ吹豊孝） 

中学生の先生はとにかく授業が終わった後のクラブ、それぞれ土曜日、日曜日のクラブ、そう

いったことで結構ハードな仕事をされると思うんですが、ぜひ、それを行っていないのであれば、

ぜひ、こういった方のクラブ活動の支援をしたらいかがでしょうか。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

中学生というお話が出ましたので、私のほうからお答えいたします。本市では部活動指導員と

いうことで４名、古川中学校２名、神岡中学校２名の部活動を専門的な指導ができる指導者を配

置しておりまして、教員の働き方改革や、そして、１つの部活に２名配置できるようなかたちで、

先生方の負担を軽くしようということで４名採用しております。 

○委員（上ケ吹豊孝） 

わかりました。ただ、結局、教職員の方は得意じゃないクラブ活動も担当されることがあって、

よくうたってある技術のレベルアップというところにそぐわない気がするので、そういったとこ

ろに十分、補充していただくようにお願いたいと思います。いかがでしょうか。 

□学校教育課長（中村裕幸） 

今の部活指導員とともに各種目でも地域の指導者をお願いしまして、実際に、やはり議員さん

が言われるように、なかなかスポーツが得意ではない教員もいます。 

それから、人事異動で何年かして変わっていくということもありますので、そんな部活動の水

準を含めた、そして専門的な指導もできるように部活動指導員とともに、各種目でも育成会や、

そして地域が中心となって指導者を派遣されております。それで、教師の負担軽減等にも役立て

ております。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 
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□スポーツ振興課長（大姶良透） 

今ほどの補足といいますか。文部科学省のほうから令和５年から段階的に中学部活動の外部指

導員ということで、徐々にシフトしていくような動きもありますので、今から主にスポーツ協会

のほうにお願いをして、そういった今の中学部活の外部指導員につきましては、将来的にはスポ

ーツ協会のほうから派遣をしていただくというようなことで、現在、進めていただいてもおりま

す。 

○委員（葛谷寛德） 

スポーツ協会のお話が出ましたが、今年、体育協会からスポーツ協会が移って、いろいろと手

探りで進められたと思いますけれども、状況やら今後はかなり資金不足も発生するんじゃないか

と思いますけども、支援とかそういう体制はどういうようなことに考えてみえますか。 

□スポーツ振興課長（大姶良透） 

葛谷議員がおっしゃられましたとおり、本年度より体育協会がスポーツ協会ということで名称

変更をいたしまして、新たにスタートを切ったわけですが、これの主な改革につきましては、従

前は本部があって、それぞれ４支部があって、それぞれ活動をしておりましたが、支部ごとの活

動が行われるというのが主で、本部としていたしましても、なかなか支部の活動までが見えてい

ないというような話もありました。 

それが新たにスポーツ協会となりまして、本部が１つとなりまして、それぞれの競技団体の支

援を行っていく。併せまして地域で、今まで地域のスポーツ大会でありますとか、運動会であり

ますとか、そういったところにも支援をしておりましたが、それぞれの支部で市参加とか大会等

を開いておりましたが、今、一本化になりましたことによりまして、それぞれ地域のスポーツの

大会でありますとか、そういった運動会の支援のほうも行っていただくということと併せてスポ

ーツ少年団でありますとか、これからの中学部活動も総括して行っていただけるように、今、新

たに改革をしていただいたところでございます。当然、資金のほうも従来の行っていた資金とい

いますか、そのお金を今後、新たに活動していく中でどれだけが必要なのかということで、今年

度、それぞれスポーツ協会の皆さん方にはそれぞれのスポーツ団体の方にお願いをして精査して

いただいておりますので、ひょっとすると、その関係で来年度、市のほうも支援していくことも

考えられるというところでございます。 

○委員（德島純次） 

ちょっと戻るんですが、先ほど小笠原議員が質問されたいじめの関係なんですけど、今、ＩＣ

Ｔ等、それから先ほど言ったアイフォンなんかを使った通信で、いじめの問題が非常に起きてい

ると思うんですね。ＳＮＳなんかで、特に仲間外れにされたとか、嫌なことを書き込まれたとか

いうようなことが起きると思うんですが、先ほど、そのへんを含めて指導されるというふうに言

われましたけど、上からの指導だけでは、なかなか生徒は言うことをきかないんじゃないかなと、

守られないんじゃないかなと思うので、むしろ自分事として解決するように仕向けたほうがいい

んじゃないかなと思いますし、今、ちょうど課題解決能力をつけるという意味からも、その子供

たちでどう解決するのかというような仕組みづくりをして、授業の中でそれを討議させて、各グ

ループの解決策を出すとか、そんなような試行というのは考えられていますか。 
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□学校教育課長（中村裕幸） 

まさに今、上からの指導のみでは、なかなか難しいと言われるように、いじめのことでもそう

ですし、あと仲間関係のこと、いろいろなことで主体的で対話的な、より深い学びの子供たちを

目指しておるんですけれども、どうしても大人が指導したり、手を出してしまったりということ

で、なかなかこの子供の主体性が育ちにくいというところも本市の抱える、学校教育の抱える課

題であります。まさに議員のおっしゃるとおりでございますが。 

では、どうしていくのかということで、例えば中学校でいきますと生徒会とか、それから学級

活動、いろいろなかたちで話合い、それから討議するというようなことも含めて、課題を持って

話し合うという力もつけていかなければということで、まさに課題解決能力を高めるような、そ

んな取り組みが出てきております。特に今のタブレットのルールにつきましては、当然、ケータ

イが出てきたころの大人が決める、先生が決めるではなくて、生徒会や子供たちからも意見を聞

くというようなことも含めて、取り組んでいかないと、まさに主体性がない子供、上から言われ

るけれどもなかなかこう決められないという、そういうかたちの子供になってしまいますので、

その部分につきましては繰り返しますが、生徒会や学級活動を含めて、子供たちからもいろいろ

な意見が聞けるようなそんな場、それから機会を設けて取り組んでおります。 

○委員（野村勝憲） 

生涯学習課の件で、２８６ページ、公民館管理運営事業についてなんですけども、この一番上

に、これ通常は２，７００万円くらい公民館施設管理を維持するのに必要だと思うんですね。 

しかし、教育委員会で一番、不用額が６５５万円で大きいほうなんですけども、おそらく、コ

ロナの影響で多分、地域住民の方々の使用頻度が下がったんじゃないかと思うんですけども、具

体的には、この６５５万円はどのようなかたちで減っていっているんでしょうか。減額されたん

でしょうか、教えてください。 

□生涯学習課長（古田善尚） 

この公民館につきましては、コロナで昨年４月の９日～５月いっぱいまで完全に閉館されまし

た。そういったことがありまして利用者数が減少したわけでございます。具体的には平成２３年

～令和元年度までの平均ですと、１年間に平均７万５，０００人の公民館利用者がございますが、

昨年につきましては３万２，０００人ということで、約４割になりました。 

そういったことで、電気料とか、一番、電気料が多ございますが、電気、水道、下水道関係の

料金がこれだけ要らなくなったということでございます。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

○委員（籠山恵美子） 

説明書の２９０ページの図書館機能の充実のことですけれども、やはり、昨年はコロナ禍にあ

って、いろいろな公共施設が、あるいは市が関連するイベントが随分と中止になったと思います。

今年も引き続きそんな感じですけれども、この図書館というものについて、図書館の中ではそれ

ぞれ小さなイベントをやられていますけれども、本来、図書館に本を借りに来て、本を選んで、

その中である程度、読んで楽しむ、あるいは借りて家に帰るという、図書館本来の基本的な機能

からいうと、図書館を公共施設だから一斉に閉鎖してしまうということなのか。ちょっと、これ
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に疑問を感じていまして、また、市民の方からそういう声も寄せられています。図書館は別にそ

の中でがちゃがちゃ喋って楽しむでもないし、本の貸し借りをしながら、あるいはその中でいろ

いろな文献ですね、雑誌とか新聞とかを読んで、そこでゆったりするという機能は別に声を発す

るわけでもないので、図書館は閉鎖してもらいたくないという声が寄せられているんですね。私

も公共施設というのは、昨年は県独自の非常事態宣言で一斉に公共施設が閉館になりました。今、

令和３年は、今度は国の緊急事態宣言で閉館になりました。そういうことの中に何かそういうル

ールがあるんでしょうか。それも教えてもらいたいんですけど、そういう宣言が出たら公共施設

は、何もかも閉鎖しなければならないものなんでしょうか。私は、図書館はそうでなくて、持続

できるんではないかなと思うんですよね。また、そういう声も市民から寄せられていますので、

どのように考えているか。 

●委員長(高原邦子) 

答弁を求めます。 

△市長（都竹淳也） 

方針を私のほうから申し上げるんですが、少なくとも現在、図書館は閉まっているんですが、

これは新型インフルエンザの特別措置法、特措法が改正になって、それに基づく中で、制度やそ

れから基本的対処方針の中で大きな改正があって、公的施設は緊急事態になると全部閉めるとい

う方針になっているんです。 

それで、県独自とかの時は、まだある程度、市独自に何かそこは緩めるということはできるか

なという気もしないでもないんですが、緊急事態宣言は法律上しっかりと明記された措置になっ

ていますので、私は、緊急事態の場合はしっかり基本的対処方針なり、政令なり、特措法の方針

に従うというつもりでやっているものですから、たしかにおっしゃるとおり図書館は、私は感染

率が極めて低いと思っているんです。閉める必要は必ずしもないのではないかというふうに私自

身は思いますが、ただ、仕組みとしてそうなっているので、これは、それに従うというふうに考

えております。 

実際にお声もたしかに、私もあることを承知しておりますし、例えば、今、借りたりすること

だけはできるんですが、少しの時間も開けられないかとかいうご意見もあるのは承知しているん

ですが、そこについては県も市町村に対して一律に従ってほしいということを強く言われていま

すし、施設閉鎖の現状についての調査もして、一覧にして配られたりもしているくらい、オール

岐阜での対応ということを非常に強調されますので、これは法律の仕組み上、県知事に従う格好

になっていますので、それはしっかり従ってやっていくということでございます。 

○委員（籠山恵美子） 

そういう法律で決まっているんですね。私もそうですけど知らなかったです。市民の方はもっ

と知らないですよね。そういう、特措法によって緊急事態が出たときには、まず公共施設は閉鎖

するんだということについて、やっぱり周知がもっと必要かもしれませんし、それと、そういう

中で、例えば飛騨市だけではないです。とにかく公共施設の中で、その１つの場所を借りて展示

をしたり、あるいは何か催し物をするということで予約をしていた方が、そこで突然、緊急事態

宣言で、いつから閉鎖しますとなったときに、その団体が予定していたイベントなり、予定して

いた催し物はカットされちゃうんですよね。 
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それが順送りになるというやり方は、まだ飛騨市ではできていません。だから、次、９月には

こういう予定が入っています。こういう予定が入っていますから、それはできませんと言って、

結局、その宣言が出て閉鎖になったときに、たまたま借りた団体は利用しようがない。 

そのときに借りたいから借りたのに僅か１日、２日で、次、一週間借りても、あとは全然保証

されない。こういう事態は、やっぱりよろしくないと私は思うんですね。緊急事態なら、市民全

体でやっぱりそれを理解して、その間、閉鎖してしまって催し物ができない団体の分も含めて、

順送りにちゃんとこう進めていくというような、こういう緊急事態下での公共施設の借用のルー

ルというのは、やはりきちんと市が整備しないと、とても不公平になる。公平にならない。こう

いう辺りを、とても心配しています。これからどうなるかわからないので。その辺りは、ある程

度ちゃんとルールづくりを、市のほうでつくらなきゃならないんじゃないかと思うんですけれど

も。 

●委員長(高原邦子) 

答弁を求めます。 

△市長（都竹淳也） 

その順送りと言っても行事によって、そのときにやりたい。１ヵ月後はやる必要がないという

ものもありますし、ですので、緊急事態の間の新規予約の停止であったり、あるいは、もちろん

閉館になるので、個別に連絡して中止していただくなり、延期していただくということになるん

ですけど、そのときに延期で、別の日が設定できるものはそのようにしていただくんですが、も

うそこでやれなきゃいいですよというところも、やっぱり中にはたくさんありますので、一律を

全部先に送るということではなくて、やっぱりその期間とまったら、その対応についてはもう

個々の団体でやっぱりご判断いただくしかない。やっぱりそれは行事の性格によるものですから、

それはある程度やむを得ないかなというふうに思っております。 

○委員（籠山恵美子） 

だとしても、それならそれで、閉鎖されてしまって行事が行えなかった団体に対してどう保証

するんですかということなんですよね。そういうやりとりをきちんと図書館の中で、図書館の運

営の中できちんと話し合って、ここはあいていますからここどうですか、あるいはほかの団体の

方に先延べしても大丈夫ですかというやりとりの、そういう仕事、作業はちゃんとやってくださ

っているんでしょうか。その辺りで実際に突然、閉鎖になってしまった団体というのは、とって

も不信感を得てしまいますよね。 

●委員長(高原邦子) 

わかりました。それでは契約ですね。使うときの規約等々がありましたら、それを答弁してい

ただけたらと思いますけど。 

□文化振興課長（大上雅人） 

図書館内の展示コーナーの運用につきまして、ちょっと、私、勉強不足でして、今、お答えで

きませんので、お調べして後ほど答弁させていただきます。 

△市長（都竹淳也） 

文化施設に限らず、市の主要施設全体のことなんですが、そのときにできなかった行事をどう

するかというのは、もちろん後の日があいているということで、そこで予約を調整されていかれ
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る方もありますし、それから中止になるのでいいわというところもあります。これは現実にそう

なんです。 

なので、それはその方とのやりとりの中で決まっているので、何か一律に皆さんのかわりの日

をあっせんしてということではなくて、ご希望に基づいて、やっぱり基本的には調整していくと

いうことかと思います。 

○委員（籠山恵美子） 

そうしますと、たまたまそれを借りたのに、突然、閉鎖になって、自分たちが予定していた行

事ができないというときに、結局は、あなたたち自分で次の予定を組んでいる団体と交渉しなさ

いよと、こういうことですか。 

△市長（都竹淳也） 

そうではなくて、この日にしたいというときに先約入っていますということならば、そこはま

た調整させていただきますが、そもそもやるかどうか、いつやるのか、やるのかやらないのかと

いうのは、それぞれの団体のご判断なので、それはそこを承ってから調整をするということにな

ると思うんです。 

○委員（籠山恵美子） 

ということは、つまり予約をしている。それは図書館に予約をしているわけですから、図書館

の職員がしっかり、やっぱり調整機能を果たすということも大事な業務だと思うんですよ。それ

ができていないから不信感を得てしまうので、私は図書館の職員に聞いたら上に聞きましたけど、

そういうふうにはならないのでごめんなさいみたいな話で終わっちゃったので、やっぱりその辺

りは、やっぱり、不意に降った閉鎖ですから、それはあれなんですけれども、そういうことをき

ちんと調整できる機能を図書館の職員にもちゃんと身につけてもらいたいと思うんですよ。これ

からいつ閉鎖になるか、コロナみたいなことがいつ起きるかもしれません。図書館だけではない

です。ほかの場所もそうかもしれません。そのときに、ごめんなさい閉鎖になっちゃったらごめ

んなさいねで済んでしまう。それでは行政の公共施設の職員の仕事ぶりとしては不十分、民間は

そんなふうにはいかないですよ。民間のほうがもっときちんとやっていると思いますよ。だから、

その辺りのルールづくりをね、災害のときもあるかもしれないですよ。そういうルールづくりを、

何か内規でちゃんとつくっておいておくべきではないかなと思うんですけど、どうですか。 

□教育長（沖畑康子） 

今、おっしゃられましたようなことで、突然できなくなった場合に、順繰りに遅らせるという

ことは難しいこともあるかと思います。 

ただし、それを「申しわけありませんでした。ごめんなさいね」で終わらせないで、きちんと

ご要望もお聞きしながら、できる範囲、できるところで調整をさせていただくように、また職員

を指導してまいります。 

ただ、それはできないとこともあるということはご承知いただきたいと思います。順繰りに送

るということはなかなか難しいことであると思います。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 
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○委員（澤史朗） 

説明書の２７４ページ、スクールバスの運行についてなんですけれども、昨年、４月～５月と

いうふうにして学校が休校になったかと思います。それに対して予算額と決算額、ここにバスの

車両購入費がありますけれども、スクールバスの運行委託の金額が当初予算と比べて減っている

のかと思ったら逆に増額しているんですけれども、このへんの休校の関係とスクールバスの運行

の関係の説明をお願いできますか。 

□教育委員会事務局長（野村賢一） 

スクールバスですけども、通常１６台で運行しております。ところが昨年度は三密を防ぐため

に複数台、バスを増台しましたので、その関係で増えてしまったということでございます。 

○委員（澤史朗） 

ということは、実際には予算よりもこの金額が増えているんですけれども、増台したことによ

って増えていると。ですから、令和３年度も予算計上がここに書いてありますけれども、このよ

うな金額になっているという解釈でよろしいでしょうか。 

□教育委員会事務局長（野村賢一） 

そのとおりでございまして、現在、通常１６台を２０台で走っておりますので、増えてしまう

ことになります。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにはございませんね。 

(「なし」との声あり) 

●委員長（高原邦子） 

質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 

◆認定第１２号 令和２年度飛騨市給食費特別会計歳入歳出決算の認定について 

●委員長（高原邦子） 

  それでは、次に認定第１２号、令和２年度飛騨市給食費特別会計歳入歳出決算の認定について

を議題といたします。順次、説明を求めます。 

□教育委員会事務局長（野村賢一） 

それでは、飛騨市給食費特別会計の歳入歳出決算についてご説明します。こちらは、令和２年

度飛騨市歳入歳出決算書一般会計特別会計で説明をさせていただきます。３６７ページをお願い

します。 

まず、歳入ですが、各学校別の学校給食費及び学校給食試食費が主なものです。昨年度も収入

未済額はございませんでした。なお、備考の欄にあります各学校の給食費単価を申し上げます。

上から順に河合小、宮川小２７９円。神岡小２６０円。山之村小２８１円。神岡中３１０円。山

之村中学校３２５円となります。最下段の分担金及び負担金につきましては、旭保育園の給食費

負担金となります。 

次ページをお願いします。繰越金につきましては前年度からの繰越金となります。また、繰入

金として災害等により給食が中止となった場合に、一般会計より食材費について、７月の大雨と

１２月の大雪による休校の２回分を補填しております。次、３６９ページをお願いします。歳出
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の主なものは学校給食賄い材料費と保育園給食費賄い材料費です。以上、簡単ですが説明を終わ

ります。 

●委員長（高原邦子） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

●委員長（高原邦子） 

学校給食、どうでしょうか。いいですか。 

(「なし」との声あり) 

●委員長（高原邦子） 

質疑がないようなので、質疑を終了いたします。 

 

◆休憩 

●委員長（高原邦子） 

説明職員入替えのため暫時休憩といたします。再開を午後１時４０分といたします。 

 

  （ 休憩 午後１時３３分  再開 午後１時４０分 ） 

 

◆再開 

●委員長（高原邦子） 

  休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

◆認定第１４号 令和２年度飛騨市国民健康保険病院事業会計決算の認定について 

●委員長（高原邦子） 

  それでは休憩を解き、会議を再開いたします。認定第１４号、令和２年度飛騨市国民健康保険

病院事業会計決算の認定についてを議題といたします。説明を求めます。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

それでは、病院事業会計についてご説明申し上げます。病院事業会計では２点の資料を提出さ

せていただいております。１点は令和２年度企業会計事業報告書、もう１点が令和２年度飛騨市

国民健康保険病院事業報告書となります。説明のほうは、後から申し上げました飛騨市国民健康

保険病院事業報告書から始めさせていただきます。２ページ目をお開きいただいたところで概況

と文章のあるものになりますが、資料の準備はよろしいでしょうか。 

では、概況３ページをお開きください。３ページから概略についてを説明させていただきます。

昨年度、常勤医師は年間を通じて５名体制。常勤医３名に自治医科大学卒業医師、岐阜県からの

派遣が１名、富山大学総合診療部からの派遣が１名で年間を通じて５名でした。非常勤医師につ

きましては、富山大学附属病院や西能病院の協力により、２８名の応援を得て１５診療科の体制

を維持することができました。初期臨床研修医につきましては、８病院から２９名を受入れて、

延べ７４２日、常勤換算をしますと２．０相当が実務研修に従事したことになります。 

また、国立成育医療研究センターの後期研修医の受入れ、これは令和元年度の交換研修がきっ

かけとなって始まったものですが、こちらのほうも１名が２６日間研修に参加されました。こち
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らは後期研修ということで、もうベテランになった先生になります。研修医については、本当に

毎年、人気があって盛況なんですが、来年度につきましても既に後期研修の先生も枚方公済病院、

大阪の病院ですけれども、こちらから３ヵ月間、県内では松波総合病院が４月から１年間、後期

研修の医師を出してくれるというふうになっています。後期研修、この２病院につきましては、

人件費をこちらで負担するようなかたちが必要になりますので委託契約という中で進めること

になります。 

ちょっと下がりまして、富山大学の学生研修ですけれども、４年生、５年生、１０名に延べ４

８日間の研修を実施しました。ただ、昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、岐阜大学の

研修は全く中止となりました。富山大学でも４月、５月の研修は中止、６月以降の上半期は時期

を変更して実施するというような影響がありました。これらの学生研修等に対して、岐阜県の補

助である神通川プロジェクト事業ということで、地域医療確保事業費補助金をいただいておりま

すが、昨年度からは新たに供用開始した研修医住宅の賃借料分に対する補助金の増額を認めてい

ただくことができました。従前は１００万円の補助額が昨年度は２３５万６，０００円を交付し

ていただけることになりました。非常にありがたいもので、今年度も同様に申請をしているとこ

ろです。 

４ページのほうへ入ります。医療需要や医療圏人口の動向を踏まえて検討を進めていた病床機

能の見直しについては、令和３年の１月１日に病床の削減を実施しました。こちらは１０床を減

少と一般病床で４床、療養病床６床を減らして９１床の病院から８１床の病院に変更しました。

手続の関係で１ヵ月遅れるんですが、翌月に２月１日に病床の転換、一般病床４２床のうち８床

を地域包括ケア病床にしたということで、現在は地域包括ケア病床が２０床となっています。 

経営面においてですけれども、緊急事態宣言等の影響でこの地域は感染者は少なかったんです

けれども、やはり、受診日控えへの影響がありました。このような影響において入院患者数が前

年度比で１，４００人の減少ということで、収益では前年度比で８，９１５万５，０００円の減。

外来患者は４，９８５人の減少により、収益面では２，４３４万６，０００円の減ということで、

入院、外来合わせますと１億１，３５０万１，０００円と大きな減収になっています。費用面に

おきましては地方公務員法の一部改正に伴って、給与費の報酬で支出していた非常勤医師の謝礼

を経費の報償費に組替えたことで、給与費比率は減少し、経費比率が上昇した決算となっており

ます。具体的には給与費比率が令和元年度で６２．７％であったものが、令和２年度は５４．２％

と減少しておりますが、経費比率のほうでは令和元年度１７．７％が令和２年度は２８％となっ

ております。従前の枠組みで比較した場合は看護職員の採用による職員数の増加とか、経年によ

る人件費全体の自然増が影響して、人件費としては前年度比で２，１５０万７，０００円の増と

なっております。 

また、材料費においては患者数の減により、薬品費で前年度比１，５８６万円の減とはなった

んですけれども、診療材料が市場での欠品等で在庫量を増やしたことや、価格が高騰したことの

あおりを受けて５４２万６，０００円の増となりました。経費におきましては非常勤医師謝礼を

除いた従前の枠組みで比較した場合で１，５４８万２，０００円の増となっております。増加の

主な要因としましては、医師住宅２棟の雨漏り修繕に１５４万９，０００円、これを含んだ修繕

料で４８５万５，０００円の増。貸倒引当金の繰入額として２３２万６，０００円を計上したも
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のが主なものとなります。 

結果として事業費全体で４５５万６，０００円の増となり、収支で６，８８７万４，０００円

の当年度純損失を計上しております。介護医療院たかはらにつきましては、令和元年１０月に神

東会の指定管理としたという中で、指定管理移行時点の計画に従って、令和２年の４月１日に介

護医療院に転換をしております。こちらのほうでの支出関係につきましては、指定管理の基本協

定に基づく市側の収支分のみが決算に計上されております。 

この結果ですけれども、令和２年度の決算状況としましては、市民病院で当年度未処理欠損金

が７億４，４２２万８，７９８円。たかはらが、当年度未処分利益剰余金として２億６，６１５

万８９０円。差引き事業全体としまして、当年度未処理欠損金として４億７，８０７万７，９０

８円となっております。内訳については記載のとおりです。 

では、資料７ページをごらんください。７ページの（３）行政官庁認可事項につきまして、一

番上、１行目、こちらはサブロク協定に関するものです。２行目、宿直員業務に関する許可とい

うことで、断続的労働に従事する者に対する適用除外許可書ということで、こちらは宿直の事務

員の最低賃金の適用除外を申請したものです。労働基準監督署の指導に基づいて実施しまして従

前は、時給９４０円で７．７５時間、１日当たり７，２８５円と、あと、深夜時間帯、仮眠時間

に患者が来たりして業務に従事したときの時間外勤務手当というかたちだったものを、時間外手

当をなくして、時給６１４円で１５．２５時間、全ての拘束時間に時給を払うというかたちにし

たものです。従前より日額として２，０７８円増えました。ですから、２時間の時間外相当が毎

日加算されたかたちになっております。 

では、資料１０ページをお開きください。１０ページ、１１ページにつきましては、会計年度

任用職員制度の運用によって正職員以外にも給料等が重複することになりました。その結果、こ

ちらでわかりやすくということで、正職員の分と会計年度任用職員の分の内訳をつくりました。

１０ページが正職員で、１１ページが会計年度任用職員となっております。 

では、１３ページのほうをお開きください。備品の購入についてですけれども、昨年度は２０

点の備品を購入しております。このうち新型コロナの補助金で整備したものが、上から４行目、

７行目、１５行目にＨＥＰＡフィルター付クリーンパーテーションとあります。こちらが、まず

１点。金額が若干違っているのは浄化能力の差があるものとご理解ください。あと、１３行目、

下から４行目、感染症遺伝子検査装置、こちらが今、活躍しているＩＤ・ＮＯＷですけれども、

こちら次のページの２行目にも同じものがあります。市民病院では２台整備しました。１３ペー

ジの下から３行目、全自動血液凝固測定装置、あと、一番下の医療用陰圧式エアテント、次のペ

ージに行きまして一番下、４行目、診察用組立て式ドーム型ハウス、こちらが補助金で整備した

ものとなります。介護医療院たかはらにつきましては、全自動体外式除細動器、ＡＥＤですね。

こちらの更新とブラストチラー、これは調理後の料理を急速に冷やす機器で雑菌の繁殖防止のた

めのものですがこちらの更新をしております。 

１５ページをお開きください。維持修繕工事、市民病院ですけれども、医師住宅関係で雨漏り

修繕、先ほど出てまいりましたが、こちらが主なものとして、１棟７７万４，４００円が２棟と

いうことが含まれております。２行目の病棟診療棟関係では、コロナの感染防止の意味も込めま

して、トイレ等の手洗いの自動水洗化、こちらを１５基実施しました。それが主なものになりま
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す。一番下の設備備品関係としましては、厨房のエアコン設置、これが３７４万円となっており

ます。介護医療院たかはらの修繕につきましては、施設関係では排煙窓の修繕が１件と、設備備

品関係、３行目ですけれども、こちらでは非常用発電機用のオイルタンクの増設を実施しました。

従前は４０リッターで２．５時間分というものでしたが、２００リッターのタンクを設置しまし

て、能力的には５倍、１２．５時間分となっております。こちらの資料の説明はここまでとさせ

ていただきますので、事業報告書をお開きください。 

事業報告書７ページから説明をさせていただきます。損益計算書になりますよろしいでしょう

か。医業収益につきましては１０億６，１８７万３，７９９円。医業費用、こちらの病院事業会

計たかはらも含めたものになります。医業費用としては１５億４６２万６，５６１円ということ

で、医業損失が４億４，２７５万２，７６２円となっております。８ページのほうで、医業外収

益としまして４億２，３０３万４，８７１円。医業外費用で６，９２６万２，１７３円というこ

とで、医業外収益で３億５，３７７万２，６９８円という結果、当年度純損失としましては８，

８９８万６４円となっております。当年度純損失の内訳は市民病院が１０ページ、たかはらが１

１ページに記載のとおりとなります。 

では、１２ページをお開きください。剰余金計算書になります。こちら、資本剰余金、減債積

立金、建設改良積立金については年度内での増減はありませんでした。未処理欠損金が８，８９

８万６４円増えたことによりまして、年度末残高としましては、その分が増加したということで

利益剰余金がその分減少したということになっております。 

では、１４ページをお開きください。貸借対照表、こちらも病院事業全体のものになりますが、

こちらのほうでは、固定資産の（２）番、投資その他の資産で破産更生債権等２７０万９，３８

４円計上しまして、合わせて貸倒引当金で同額を減額としております。これは代表監査委員の指

導もいただいた中で、これまでだいぶ古い、合併前ぐらいからある、全く連絡の取れていない診

療費等の債務について整理の準備をするために計上したものであります。以上の中で固定資産の

合計は１４億２，３５１万９，８８２円。流動資産が合計１６億８，４６７万４，７３５円とな

りまして、資産合計で３１億８１９万４，６１７円となっております。１５ページのほうで固定

負債の合計は３億６，６５２万９，４８０円。流動負債の合計が２億３４１万４，７７１円。１

６ページへ行きまして、繰延べ収益の合計が３億２，９２０万３，２９２円。以上のことで負債

合計が８億９，９１４万７，５４３円。資本金が２１億３，３４４万８，４９７円。剰余金の合

計が７，５５９万８，５７７円ということで、資本合計が２億２，９０４万７，０７４円と、負

債資本の合計は３１億８１９万４，６１７円ということでバランスがとれております。 

では、資料２６ページ、病院たかはらは次ページ以降の内訳ありますのでごらんください。説

明は２６ページへ移ります。キャッシュフロー計算書ですけれども、こちら、業務活動によるキ

ャッシュフローは、市民病院が５，３２７万２２０円。介護医療院たかはらは、マイナスで４，

６３５万３，３６７円となっています。２番目の投資活動によるキャッシュフローは、病院が１，

７６２万５，１０８円。たかはらが８１０万円となっております。３番目の財務活動によるキャ

ッシュフローは、病院がマイナスの４，２０７万６，５２７円。たかはらがマイナスの２，３７

２万７，２１７円となっております。この結果、期末での資金残高につきましては、病院が７億

７４４万４，９５０円。たかはらが６億８，４０６万７，８８０円となっております。説明につ
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いては以上とさせていただきます。 

●委員長（高原邦子） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（谷口敬信） 

最初に説明していただいたほうの飛騨市国民健康保険病院事業報告書の４ページ、５ページな

んですけども。別に文章を読まなくていいんですけども、飛騨市民病院とたかはら関係をちょっ

と教えていただきたいんですけども。よろしいでしょうか。 

●委員長(高原邦子) 

答弁を求めます。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

もともと、病院事業会計の中で市民病院とたかはらと決算上はセグメントを分けたかたちで存

在しております。これは今も変わりません。ただ、たかはらにつきましては、現在、指定管理に

なったということで、その運営面とかに関しては神東会さんのほうで実施していただいていると

いうことなので、決算的な数値とかも指定管理の報告書のほうで上がるかたちに、現在はなって

おります。ですから、主として病院の報告というかたちに、今回はなっております。 

○委員（谷口敬信） 

そこでなんですけど、この間の一般質問では、違う意味のことをしたんですけども、市民病院

さんのほうとたかはらとの関係の中で、その待遇とかが給与ですわね。そういった統一性がやっ

ぱり市の職員ということでやっていらっしゃるんでしょうか。 

●委員長（高原邦子） 

答弁を求めます。 

□病院管理室長(佐藤直樹) 

たかはらの中でも医療職、看護師とか理学療法士と、あと管理栄養士ですね、あと、もう現在

は事務員もなんですけれども、病院事業のほうから派遣をしている、市からの派遣というかたち

をとっております。その職員に関しては全く市と変わりません。それ以外の職員は、神東会の雇

用というふうになる中で、従前の病院の直営でやっていたたかはらよりも雇用賃金とかが上がっ

たかたちに全員がなっていることを確認しています。 

○委員（谷口敬信） 

それで、ちょっとこの４ページの一番下の文言ですね。介護医療院たかはらの状況というとこ

ろなんですけども、これ、ちょっとわからないんですけど。令和２年の４月１日から今の状態に

移行したということなんでしょうか、飛騨市民病院とたかはらの関係ですか、そういったものに

関しては、市との関係はね。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

指定管理になったのは、その前の平成元年１０月になります。その時点で今のようなかたちに

はなっております。 

そのあと、よりたかはらの入所者の状態に合ったものということで、新たに国のほうでもでき

た制度である介護医療院に転換したというかたちで、その前から今、議員さん言われる関係性は、

その前の年の１０月１日からになっています。 
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●委員長（高原邦子） 

ほかに質疑はありませんか。 

○委員（籠山恵美子） 

事業報告書の８、９ページあたりですけれども、昨年は本当にコロナで市民病院の方々も大変、

ご苦労な１年だったと思いますけれども、例えば、いろいろなコロナに対する対策なんかをテレ

ビなんかで見てみますと、ものすごい看護師さんが、やっぱりすごい消毒殺菌の労働が増えてい

ますよね。外部からそういう人員を入れると、逆にその人が陰性なのか陽性なのかわからないの

で、結局、内部でそういうことをやっているというようなものもあって、労務量としては本当に

大変だったと思うんですね、今、職員としては、職種別職員数、看護師さん３５人、任用職員、

１年ごとの更新の、昔でいう臨職みたいなものですか。それぞれ看護師さん１２名がいますけれ

ども、実際に病院に勤めるとなると、正職だろうが任用職員だろうがやることは同じことをやっ

ておられると思うんですよ。任用職員の１２名というのは、ご本人の希望で、これでやっておら

れるのか、あるいはやっぱり市民病院の財政事上、そうそう本職は増やせないよということなの

か、このあたりはどうですか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

正職員か会計年度任用職員化という区分け、現時点での病院内での区分けとしましては、夜勤

ができるかできないかということに現状はなっております。 

ですから、夜勤のできる職員は正職として雇用していくと。それが、家庭の事情とかでできな

い方については会計年度になっているというのが実態です。 

ですから、本人としても、そこは納得をしていただいてのものになります。 

○委員（籠山恵美子） 

ということは、会計年度任用職員は、１年、１年の更新でしょうから、例えば、毎年、新年度

に向かっての面接なり、何なりあるかもしれないですけど、例えば、家庭の事情で子供が大きく

なったから夜勤ができますよ、あるいは家のお年寄りのお世話の関係で、できますよというよう

な聞き取りはやられて、夜勤をやってくださるんなら本採用をしましょうというふうに、そうい

うことはきめ細かくやっているんですか。 

□病院管理室長（佐藤直樹） 

今年度も今から看護部のほうでそういった聞き取りを始めるんですけれども、毎年しっかりと

やっておりまして、状況がもうちょっと働けるというふうになった方については、少しでも時間

を延ばしてもらうとかそういうこともしていますし、おっしゃられるように正職員とかに転換す

るような方も過去にもみえましたので、そこは、僕らとしてもどれだけでも働いてもらいたいと

いうことで、しっかりとつなぎとめておきながら、小さいお子さんのいる方とかも成長に合わせ

て勤務時間を延ばしていったりする努力はお互いで志向しています。 

●委員長（高原邦子） 

ほかにございませんか。 

(「なし」との声あり) 

●委員長（高原邦子） 

質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 
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●委員長（高原邦子） 

ここで、先ほど質問の答えを文化振興課の大上課長が図書館関係のところを答弁したいという

ことですので、どうぞよろしくお願いいたします。 

□文化振興課（大上雅人） 

先ほどの籠山議員さんの図書館の展示の森の運用内規についてのご質問についてですけれど

も、展示の森の使用についての内規はございません。 

ただ、申請のときにお渡しする注意書きとかそういったものがございまして、災害等により臨

時休館となった場合は空き状況により振り替えて展示することができるということは申し伝え

ております。 

●委員長（高原邦子） 

もう少し、もう一度はっきりとよいですか。 

□文化振興課（大上雅人） 

申請受け付け時にお渡しする使用の注意事項等がありまして、そこで災害等により臨時休館と

なった場合は、空き状況により振り替えて展示ができるというようなことを申し添えております。 

 

◆休憩 

●委員長（高原邦子） 

それでは、ここで暫時休憩といたします。再開を午後２時１５分といたします。 

 

（ 休憩 午後２時１２分  再開 午後２時１５分 ） 

 

◆再開 

●委員長（高原邦子） 

  休憩を解き、会議を再開いたします。 

これより決算特別委員会に付託されました案件について討論、採決を行います。 

最初に認定第１号、令和２年度飛騨市一般会計歳入歳出決算の認定について討論を行います。

討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

討論なしと認めます。これで討論を終結し、採決いたします。 

本案は原案のとおり認定すべきものとして報告することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

  ご異議なしと認めます。よって認定第１号は原案のとおり認定すべきものとして報告するこ

とに決定いたしました。 

続きまして、認定第２号、令和２年度飛騨市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて～認定第１２号、令和２年度飛騨市給食費特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの１

１案件について討論を行います。なお、討論は議案番号を述べてから行ってください。 
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討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

討論なしと認め、討論を終結いたします。 

これより認定第２号～認定第１２号までの１１案件について一括して採決いたします。 

認定第２号～認定第１２号までの１１案件は原案のとおり認定すべきものとして報告するこ

とにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

ご異議なしと認めます。よって、これら１１案件は原案のとおり認定すべきものとして報告

することに決定いたしました。 

次に認定第１３号、令和２年度飛騨市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定

について及び認定第１４号、令和２年度飛騨市国民健康保険病院事業会計決算の認定について

２案件について討論を行います。なお、討論は議案番号を述べてから行ってください。 

討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

討論なしと認めます。それでは討論を終結し、採決を行います。 

はじめに認定第１３号、令和２年度飛騨市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の

認定については利益剰余金の処分についての原案のとおり可決し、決算についても原案のとお

り認定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

  ご異議なしと認めます。よって認定第１３号は利益剰余金の処分について原案のとおり可決

すべきものとし、決算についても原案のとおり認定すべきものとして報告することに決定いた

しました。 

次に認定第１４号は原案のとおり認定すべきものとして報告することにご異議ございません

か。 

（「異議なし」との声あり） 

●委員長（高原邦子） 

ご異議なしと認めます。よって認定第１４号は原案のとおり認定すべきものとして報告する

ことに決定いたしました。 

●委員長（高原邦子） 

以上で本委員会に付託されました案件の審査を終了いたしました。 

ここでお諮りいたします。決算特別委員会付託案件の審査は議員全員の構成による委員会で

行われましたので、本会議における委員長報告は会議規則第３９条第３項の規定により省略い

たしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 
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●委員長（高原邦子） 

  ご異議なしと認めます。よって委員長報告は省略することに決定いたしました。 

◆閉会 

●委員長（高原邦子） 

  以上をもちまして３日間にわたりました決算特別委員会を終了いたします。お疲れさまでし

た。 

 

（ 閉会 午後２時３１分 ） 

 

 

 

飛騨市議会委員会条例第３０条の規定により、ここに署名する。 
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